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実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，停止時

徴候ベースの内容を事

故時操作要領書（徴候ベ

ース）に合わせて記載し

制定（以下，①の相違） 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，緊急時

対策所における運用及

び対応手順を個別に整

備（以下，②の相違） 
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別紙 11 ＥＯＰ／ＳＯＰフローチャート凡例 

別紙 12 重大事故等対策における作業ごとの想定時間の設定につ

いて 

・手順の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，ＡＯＰ

「全給水喪失」の故障想

定は全ての給水，復水ポ

ンプトリップのため，対

応フロー図中に操作等

の判断箇所なし（以下，

③の相違）

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①の相違

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

・記載表現の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，重大事

故等対策における作業

ごとの想定時間の設定

について記載 
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1． 手順書の体系について

柏崎刈羽原子力発電所では，プラントに異常が発生した場合

等において，重大事故への進展を防止するため，「警報発生時操

作手順書」，「事故時運転操作手順書（事象ベース）」，「事故時運

転操作手順書（徴候ベース）」及び「事故時運転操作手順書（停

止時徴候ベース）」を整備している。また，重大事故に至る可能

性が高い場合あるいは重大事故に進展した場合に備えて「事故

時運転操作手順書（シビアアクシデント）」，「AM 設備別操作手

順書」，「緊急時対策本部運営要領」，「アクシデントマネジメン

トの手引き」及び「多様なハザード対応手順」を整備する。

事故発生時における対応手順書の機能体系は第1 図のとお

り。 

第1 図 手順書機能体系の概要図 

1. 手順書の体系について

東海第二発電所では，プラントに異常が発生した場合等にお

いて，重大事故への進展を防止するため，「警報処置手順書」，

「非常時運転手順書（事象ベ－ス）」，「非常時運転手順書Ⅱ

（徴候ベ－ス）」，「非常時運転手順書Ⅱ（停止時徴候ベ－ス）」

及び「ＡＭ設備別操作手順書」を整備している。 

また，重大事故に至る可能性が高い場合あるいは重大事故に

進展した場合に備えて「非常時運転手順書Ⅲ（シビアアクシデ

ント）」，「災害対策要領」，「アクシデントマネジメントガ

イド」及び「重大事故等対策要領」を整備する。

事故発生時における手順書の機能体系は以下のとおり。

1. 手順書の体系について

島根原子力発電所では，プラントに異常が発生した場合等に

おいて，重大事故への進展を防止するため，「設備別運転要領書 

別冊 警報発生時の措置」，「事故時操作要領書（事象ベース）」

及び「事故時操作要領書（徴候ベース）」を整備している。また，

重大事故に至る可能性が高い場合あるいは重大事故に進展した

場合に備えて「事故時操作要領書（シビアアクシデント）」，「Ａ

Ｍ設備別操作要領書」，「緊急時対策本部対応手順書」，「緊急時

対策所運用手順書」，「事故時操作要領書（ＡＭガイドライン）」

及び「原子力災害対策手順書」を整備する。 

事故発生時における対応手順書の機能体系は第１図のとお

り。 

第 1図 手順書機能体系の概要図 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①の相違

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

②の相違

2． 各種手順書の概要について 

各種手順書は使用主体に応じて，運転員が使用する手順書（以

下「運転操作手順書」という。）及び緊急時対策要員が使用する

手順書（以下「緊急時対策本部用手順書」という。）に分類して

整備する。 

2. 手順書の概要について

手順書は使用主体に応じて，中央制御室及び現場で当直（運

転員）及び重大事故等対応要員（運転操作対応）が使用する手

順書（以下「運転手順書」という。）及び緊急時対策所及び現

場で災害対策要員（当直（運転員）及び重大事故等対応要員（運

転操作対応）を除く）が使用する手順書（以下「災害対策本部

2. 各種手順書の概要について

各種手順書は使用主体に応じて，運転員が使用する手順書（以

下「運転操作手順書」という。）及び緊急時対策要員が使用する

手順書（以下「緊急時対策本部用手順書」という。）に分類して

整備する。 
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以下，運転操作手順書及び緊急時対策本部用手順書の概要を

示す。 

手順書」という。）に分類して整備する。 

以下，運転手順書及び災害対策本部手順書の概要を示す。 

 

 

 

以下，運転操作手順書及び緊急時対策本部用手順書の概要を

示す。 

2.1 運転操作手順書 

(1) 警報発生時操作手順書 

 

中央制御室及び現場制御盤に警報が発生した際に，警報発

生原因の除去あるいはプラントを安全な状態に維持するため

に必要な対応操作を定めた手順書。 

中央制御室及び現場制御盤の警報発生時及び警報発生には

至らないが当該警報に関わる徴候が確認された場合に適用す

る。 

警報ごとに対応手順を定めており，手順書に記載している

パラメータの確認や対応処置等を実施することで，故障・事

故の徴候の把握及び事故の収束・拡大防止を図る。 

2.1 運転手順書 

(1) 警報処置手順書 

 

中央制御室及び現場制御盤に警報が発生した際に，警報発

生原因の除去あるいはプラントを安全な状態に維持するため

に必要な対応操作を定めた手順書。 

 

 

 

警報ごとに対応手順を定めており，手順書に記載している

パラメ－タの確認や対応処置等を実施することで，故障・事

故の徴候の把握及び事故の収束・拡大防止を図る。 

2.1 運転操作手順書 

(1) 設備別運転要領書 別冊 警報発生時の措置（以下「警報

発生時の措置」という。） 

中央制御室及び現場制御盤に警報が発生した際に，警報発生

原因の除去あるいはプラントを安全な状態に維持するために

必要な対応操作を定めた手順書。 

中央制御室及び現場制御盤の警報発生時及び警報発生には

至らないが当該警報に関わる徴候が確認された場合に適用す

る。警報ごとに対応手順を定めており，手順書に記載している

パラメータの確認や対応処置等を実施することで，故障・事故

の徴候の把握及び事故の収束・拡大防止を図る。 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

(2) 事故時運転操作手順書（事象ベース）（以下「AOP」という。） 

単一の故障等で発生する可能性のあるあらかじめ想定され

た異常事象又は事故が発生した際に，事故の進展を防止する

ために必要な対応操作を定めた手順書。 

設計基準事故の範囲内の特定された事故ごとの操作内容を

あらかじめ手順化しており，当該手順で対応できると判断し

た場合に使用し，過渡状態が収束するまでの間に適用する。 

 

AOP は，事象ごとに「事故の想定」，「操作のポイント」，「対

応フロー図」及び「対応手順」で構成される。 

(2) 非常時運転手順書（事象ベ－ス） 

単一の故障等で発生する可能性のあるあらかじめ想定され

た異常又は事故が発生した際に，事故の進展を防止するため

に必要な対応操作を定めた手順書。 

運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故発生時等の主な

事象ごとに対応操作をあらかじめ手順化しており，当該手順

で対応できると判断した場合に使用し，発生事象が収束する

までの間に適用する。 

非常時運転手順書（事象ベ－ス）（以下「ＡＯＰ」という。）

は，事象ごとに事故の想定，操作のポイント，対応フロ－図，

対応手順等で構成される，ＡＯＰには「原子炉スクラム事故」，

「タ－ビン発電機トリップ事故」，「再循環系ポンプトリッ

プ事故」，「冷却材喪失事故」，「ＭＳＩＶ閉による原子炉

隔離事故」，「給復水系故障による原子炉スクラム事故」，

「復水器循環水喪失事故」，「275kV電源喪失事故」等がある。 

ＡＯＰにて事故対応中，多重事故へと進展し想定したＡＯＰ

手順から逸脱する場合には非常時手順書Ⅱ（徴候ベ－ス）に

て対応する。 

 

(2) 事故時操作要領書（事象ベース）（以下「ＡＯＰ」という。） 

単一の故障等で発生する可能性のあるあらかじめ想定され

た異常事象又は事故が発生した際に，事故の進展を防止する

ために必要な対応操作を定めた手順書。 

設計基準事故の範囲内の特定された事故ごとの操作内容を

あらかじめ手順化しており，当該手順で対応できると判断し

た場合に使用し，過渡状態が収束するまでの間に適用する。 

 

ＡＯＰは，事象ごとに「事故の想定」，「操作のポイント」，

「対応フロー図」及び「対応手順」で構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，ＡＯＰ

の項目を「ＡＯＰの構

成」に記載 

AOP の一例として，発電用原子炉が運転中に給水ポンプが

トリップし，給水不能となった場合の対応操作を定めた，AOP

「給水全喪失」の対応フロー図及び操作等判断基準一覧を別

ＡＯＰの一例として，「給復水系故障による原子炉スクラ

ム事故」のフロ－チャ－ト及び操作等判断基準一覧を別紙１，

２に示す。 

ＡＯＰの一例として，発電用原子炉が運転中に給水ポンプ

がトリップし，給水不能となった場合の対応操作を定めた，

ＡＯＰ「給水全喪失」の対応フロー図を別紙１に示す。 

 

・手順の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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紙 1,2 に示す。 

（別紙 1,2） 

【AOP の構成】 

a.原子炉編

目的 ：原子炉関連設備の事故対応

手順書：原子炉スクラム事故，冷却材喪失事故，給水喪失

事故等 

b.タービン・電気編

目的 ：タービン関連設備，電気関連設備の事故対応

手順書：タービントリップ事故，発電機トリップ事故，制

御電源喪失事故等 

c.火災編

目的 ：火災生時の対応 

手順書：各建屋火災事故 

d.溢水編

目的 ：内部溢水発生時の対応 

手順書：大規模内部溢水，小規模内部溢水等 

e.自然災害編

目的 ：自然災害発生時の対応 

手順書：大規模地震発生の場合，津波発生の場合等 

（別紙１，２） （別紙１） 

【ＡＯＰの構成】 

ａ．原子炉編 

目的 ：原子炉関連設備の事故対応 

手順書：原子炉スクラム事故，冷却材喪失事故，給水喪

失事故等 

ｂ．タービン・電気編 

目的 ：タービン関連設備，電気関連設備の事故対応 

手順書：タービントリップ事故，発電機トリップ事故，

制御電源喪失事故等 

③の相違

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＡＯＰ

の項目を「ＡＯＰの構

成」に記載 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，火災，

溢水，自然災害対応手順

は他の手順書に整備 

(3) 事故時運転操作手順書（徴候ベース）（以下「EOP」という。） 

事故の起因事象を問わず，AOP では対処できない複数の設

備の故障等による異常又は事故が発生した際に，重大事故へ

の進展を防止するために必要な対応操作を定めた手順書。 

AOP が設計基準事故の範囲内の特定された事故ごとの対応

操作を示した手順書であることに対して，EOP は観測される

プラントの徴候（パラメータの変化）に応じた対応操作を示

した手順書であり，設計基準事故に加え設計基準を超えるよ

うな設備の多重故障時等にも適用する。 

EOP は，目的に応じて「原子炉制御」，「一次格納容器制御」，

「二次格納容器制御」，「不測事態」，「交流／直流電源供給回

復」及び「EOP/SOP インターフェイス」に分類した各手順を

視覚的に認識できるようにした「フローチャート」，各手順の

「対応手順」及び対応手順中の運転操作や注意事項の意味合

いを記載した「解説」により構成される。 

(3) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベ－ス）

事故の起因事象を問わず，ＡＯＰでは対処できない複数の

設備の故障等による異常又は事故が発生した際に，重大事故

への進展を防止するために必要な対応操作を定めた手順書。 

ＡＯＰが設計基準事故の範囲内の特定された事故ごとの対

応操作を定めた手順書であるのに対して，非常時運転手順書

Ⅱ（徴候ベ－ス）（以下「ＥＯＰ」という。）は，プラント

の徴候（パラメ－タの変化）に応じた対応操作を定めた手順

書であり，設計基準事故に加え設計基準を超えるような設備

の多重事故時等に適用する。 

ＥＯＰは目的に応じて「原子炉制御」，「格納容器制御」，

「原子炉建屋制御」，「使用済燃料プ－ル制御」，「不測事

態」，「ＡＭ初期対応」及び「電源供給回復」に分類した各

手順を視覚的に認識できるようにした「フロ－チャ－ト」，

フロ－チャ－ト中の操作を実施する際に使用する「ＡＭ設備

別操作手順書」により構成される。 

(3) 事故時操作要領書（徴候ベース）（以下「ＥＯＰ」という。） 

事故の起因事象を問わず，ＡＯＰでは対処できない複数の

設備の故障等による異常又は事故が発生した際に，重大事故

への進展を防止するために必要な対応操作を定めた手順書。 

ＡＯＰが設計基準事故の範囲内の特定された事故ごとの対

応操作を示した手順書であることに対して，ＥＯＰは観測さ

れるプラントの徴候（パラメータの変化）に応じた対応操作

を示した手順書であり，設計基準事故に加え設計基準を超え

るような設備の多重故障時等にも適用する。 

ＥＯＰは，目的に応じて「原子炉制御」，「格納容器制御」，

「二次格納施設制御」，「燃料プール制御」，「不測事態」，「電

源復旧」及び「プラント停止時制御」に分類した各手順を視

覚的に認識できるようにした「フローチャート」，各手順の「対

応手順」及び対応手順中の運転操作や注意事項の意味合いを

記載した「解説」により構成される。 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，「二次

格納施設制御」と「燃料

プール制御」を分けて構
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事故時には，発電用原子炉の未臨界維持，炉心損傷防止，

原子炉格納容器の健全性確保等に関するパラメータを確認

し，各手順の導入条件が成立した場合には，その手順の対応

処置を開始する。 

EOP による対応中は，「原子炉制御」，「一次格納容器制御」，

「二次格納容器制御」等の対応が同時進行する状況を想定し

て，対応の優先順位をあらかじめ定めており，原子炉格納容

器が破損するおそれがある場合を除き，原子炉側から要求さ

れる操作を優先することを原則としている。 

各手順のフローチャート，目的及び基本的な考え方及び操

作等判断基準一覧を別紙 3,4,5 に示す。 

（別紙 3,4,5） 

事故時には，発電用原子炉（以下「原子炉」という。）の

未臨界維持，炉心損傷防止，原子炉格納容器の健全性確保等

に関するパラメ－タを確認し，各手順の導入条件が成立した

場合には，その手順に移行し対応処置を実施する。 

ＥＯＰによる対応においては，原子炉制御，格納容器制御，

原子炉建屋制御，使用済燃料プ－ル制御等の対応が同時進行

する状況を想定して，対応の優先順位をあらかじめ定め，原

子炉格納容器が破損するおそれがある場合を除き，原則とし

て原子炉側から要求される操作を優先する。 

各手順のフロ－チャ－ト，目的及び基本的な考え方，操作

等判断基準一覧を別紙３，４，５に示す。 

なお，各手順，フロ－チャ－ト及び操作等判断基準におい

て，原子炉圧力容器を「ＲＰＶ」，原子炉格納容器を「ＰＣ

Ｖ」，原子炉建屋原子炉棟を「Ｒ／Ｂ」という。その他の略

語については使用箇所に示す。 

（別紙３，４，５） 

事故時には，発電用原子炉の未臨界維持，炉心損傷防止，

原子炉格納容器の健全性確保等に関するパラメータを確認

し，各手順の導入条件が成立した場合には，その手順の対応

処置を開始する。 

ＥＯＰによる対応中は，「原子炉制御」，「格納容器制御」，「二

次格納施設制御」等の対応が同時進行する状況を想定して，

対応の優先順位をあらかじめ定めており，原子炉格納容器が

破損するおそれがある場合を除き，原子炉側から要求される

操作を優先することを原則としている。 

各手順のフローチャート，目的及び基本的な考え方及び操

作判断基準一覧を別紙２，３，４に示す。 

（別紙２，３，４） 

成（以下，④の相違） 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，「ＡＭ

初期対応」を「不測事態」

に分類（以下，⑤の相違） 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①の相違

・記載表現の相違

【東海第二】 

【EOP フローチャート】 

a.原子炉制御

目的 ：発電用原子炉の未臨界維持，炉心損傷防止

手順書：スクラム，反応度制御，水位確保，減圧冷却 

b.一次格納容器制御

目的 ：原子炉格納容器の健全性確保

手順書：PCV 圧力制御，D/W 温度制御，S/P 温度制御，S/P

水位制御，PCV 水素濃度制御 

ａ．ＥＯＰフロ－チャ－ト 

(a) 原子炉制御

ⅰ) 目的：スクラム確認，原子炉未臨界，炉心損傷防止 

ＥＯＰ各制御への導入判断 

ⅱ) 手順書：スクラム（ＲＣ），反応度制御（ＲＣ／Ｑ） 

水位確保（ＲＣ／Ｌ），減圧冷却（ＣＤ） 

(b) 格納容器制御

ⅰ) 目的：原子炉格納容器の健全性確保 

ⅱ) 手順書：ＰＣＶ圧力制御（ＰＣ／Ｐ），Ｄ／Ｗ温度

制御（ＤＷ／Ｔ），Ｓ／Ｐ温度制御（ＳＰ

／Ｔ），Ｓ／Ｐ水位制御（ＳＰ／Ｌ），Ｐ

ＣＶ水素濃度制御（ＰＣ／Ｈ） 

【ＥＯＰフローチャート】 

ａ．原子炉制御 

目的 ：スクラム確認，原子炉未臨界，炉心損傷防止， 

ＥＯＰ各制御への導入判断 

手順書：スクラム（ＲＣ），反応度制御（ＲＣ／Ｑ），

水位確保（ＲＣ／Ｌ），減圧冷却（ＣＤ） 

ｂ．格納容器制御 

目的 ：原子炉格納容器の健全性確保 

手順書：ＰＣＶ圧力制御（ＰＣ／Ｐ），Ｄ／Ｗ温度制御

（ＤＷ／Ｔ），Ｓ／Ｃ温度制御（ＳＰ／Ｔ），

Ｓ／Ｃ水位制御（ＳＰ／Ｌ），ＰＣＶ水素濃度

制御（ＰＣ／Ｈ） 
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c.二次格納容器制御 

目的 ：原子炉建屋の健全性確保，燃料プール内の燃料の損

傷防止・緩和 

手順書：原子炉建屋制御，燃料プール水位・温度制御 

 

 

 

d.不測事態 

目的 ：予期せぬ事象により特殊操作が必要となった場合の

対応 

手順書：水位回復，急速減圧，水位不明 

 

 

e. 交流／直流電源供給回復 

目的 ：外部電源喪失発生時の交流／直流電源の供給維持 

 

手順書：交流／直流電源供給回復 

f.EOP/SOP インターフェイス 

目的 ：SOP への移行判断及び SOP への円滑な移行 

手順書：EOP/SOP インターフェイス 

(c) 原子炉建屋制御 

ⅰ) 目的：原子炉建屋原子炉棟への漏えい拡大防止，原子

炉建屋原子炉棟の健全性確保 

ⅱ) 手順書：原子炉建屋制御（ＳＣ／Ｃ） 

(d) 使用済燃料プ－ル制御 

ⅰ) 目的：使用済燃料プ－ル内の燃料損傷防止・緩和 

ⅱ) 手順書：使用済燃料プ－ル制御（ＳＦ／Ｃ） 

(e) 不測事態 

ⅰ) 目的：予期せぬ事象により特殊操作が必要となった

場合の対応 

ⅱ) 手順書：水位回復（Ｃ１），急速減圧（Ｃ２），水

位不明（Ｃ３） 

 

(g) 電源供給回復 

ⅰ) 目的：交流動力電源喪失，直流電源喪失時の電源復 

      旧 

ⅱ) 手順書：電源供給回復（ＰＳ／Ｒ） 

(f) ＡＭ初期対応 

ⅰ) 目的：非常時運転手順書Ⅲ（シビアアクシデント）

への移行判断及び非常時運転手順書Ⅲ（シビ

アアクシデント）への円滑な移行 

ⅱ) 手順書：ＡＭ初期対応（Ｃ４） 

 

ｃ．二次格納施設制御 

目的 ：原子炉建物への漏えいの拡大防止，二次格納施

設の健全性確保 

手順書：二次格納施設制御（ＳＣ／Ｃ） 

ｄ．燃料プール制御 

目的 ：燃料プール内の燃料の損傷防止・緩和 

手順書：燃料プール制御（ＦＰ／Ｃ） 

ｅ．不測事態 

目的 ：予期せぬ事象により特殊操作が必要となった場

合の対応 

手順書：水位回復（Ｃ１），急速減圧（Ｃ２），水位不

明（Ｃ３），ＡＭ初期対応（Ｃ４） 

 

ｆ．電源復旧 

目的 ：外部電源喪失発生時の交流／直流電源の供給維 

      持 

手順書：電源復旧（ＰＳ／Ｒ） 

 

 

 

 

 

ｇ．プラント停止時制御 

目的 ：プラント停止中における原子炉未臨界，炉心損

傷防止 

 

手順書：崩壊熱除去機能喪失時対応手順（ＲＬ），冷却材

喪失時対応手順（ＬＯＣＡ），外部電源喪失時対

応手順（ＬＯＰＡ），臨界事象発生時対応手順（Ｒ

ＣＥ） 

 

 

 

 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7】 

④の相違 

 

 

 

 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑤の相違 

 

 

 

 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑤の相違 

 

 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ①の相違 

(4)事故時運転操作手順書（シビアアクシデント）（以下「SOP」

という。） 

EOP で対応する状態から更に事象が進展し炉心損傷に至った

際に，事故の拡大を防止し影響を緩和するために必要な対応操

作を定めた手順書。 

炉心が損傷し，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器の健全性

を脅かす可能性のあるシビアアクシデント事象に適用する。 

(5) 非常時運転手順書Ⅲ（シビアアクシデント） 

 

   ＥＯＰで対応する状態から更に事象が進展し炉心損傷に至

った際に，事故の拡大を防止し影響を緩和するために必要な

対応操作を定めた手順書。 

   炉心が損傷し，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器の健全

性を脅かす可能性のあるシビアアクシデントに適用する。 

(4) 事故時操作要領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」

という。） 

ＥＯＰで対応する状態から更に事象が進展し炉心損傷に至

った際に，事故の拡大を防止し影響を緩和するために必要な

対応操作を定めた手順書。 

炉心が損傷し，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器の健全

性を脅かす可能性のあるシビアアクシデント事象に適用す
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SOP は，炉心損傷後に実施すべき対応操作の内容を視覚的に

認識できるようにした「フローチャート」及び残留熱除去系の

復旧作業が難行する場合に応急的に実施する「RHR 復旧不可能

時の対策」にて構成される。 

各手順のフローチャート，目的及び基本的な考え方及び操作

等判断基準一覧を別紙 6,7,8 に示す。 

（別紙 6,7,8） 

非常時運転手順書Ⅲ（シビアアクシデント）（以下「ＳＯ

Ｐ」という。）は，炉心損傷後に実施すべき対応操作の内容

を視覚的に認識できるようにした「フロ－チャ－ト」，フロ

－チャ－ト中の対応操作を実施する際に使用する「ＡＭ設備

別操作手順書」にて構成される。 

各手順のフロ－チャ－ト，目的及び基本的な考え方並びに

操作等判断基準一覧を別紙９，１０，１１に示す。 

（別紙９，１０，１１） 

る。 

ＳＯＰは，炉心損傷後に実施すべき対応操作の内容を視覚

的に認識できるようにした「フローチャート」及び「手順」

にて構成される。 

各手順のフローチャート，目的及び基本的な考え方及び操

作等判断基準一覧を別紙５，６，７に示す。 

（別紙５，６，７） 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は,原子力

災害対策手順書に整備 

・手順書構成の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，「事故

時操作要領書（シビアア

クシデント）」と「ＡＭ

設備別操作要領書」を分

けて構成 

【SOP フローチャート】 

SOP－1：RPV 制御 

SOP－2：PCV 制御 

SOP－3：R/B 制御 

ａ．ＳＯＰフロ－チャ－ト 

(a) ＡＭ操作方針の全体流れ図

(b) 注水－１ 「損傷炉心への注水」

(c) 注水－２ 「長期の原子炉水位の確保」

(d) 注水－３ａ「ＲＰＶ破損前のペデスタル（ドライウェ

ル部）水位確保」

(e) 注水－３ｂ「ＲＰＶ破損後のペデスタル（ドライウェ

ル部）注水」

(f) 注水－４ 「長期のＲＰＶ破損後の注水」

(g) 除熱－１ 「損傷炉心冷却後の除熱」

(h) 除熱－２ 「ＲＰＶ破損後の初期ＰＣＶスプレイ」

(i) 除熱－３ 「ＲＰＶ破損後の除熱」

(j) 放出 「ＰＣＶ破損防止」 

(k) 水素 「Ｒ／Ｂ水素爆発防止」 

【ＳＯＰフローチャート】 

ＳＯＰ操作方針の全体流れ図 

注水－１ 「損傷炉心への注水」 

注水－２ 「長期の原子炉水位の確保」 

注水－３ａ「ＲＰＶ破損前のペデスタル初期注水」 

注水－３ｂ「ＲＰＶ破損後のペデスタル注水」 

注水－４ 「長期のＲＰＶ破損後の注水」 

除熱－１ 「損傷炉心冷却後の除熱」 

除熱－２ 「ＲＰＶ破損後の除熱」 

放出   「ＰＣＶ 破損防止」 

水素   「Ｒ／Ｂ 水素爆発防止」 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

・手順書構成の相違

【東海第二】 

(5)事故時運転操作手順書（停止時徴候ベース）

（以下「停止時 EOP」という。） 

発電用原子炉が停止中の場合において，プラントの異常状態

を検知する対応，異常状態発生の防止に関する対応及び異常事

象が発生した場合の対応操作に関する事項を定めた手順書。 

プラント停止中に発生する可能性のある事故に対し，EOP と

(4) 非常時運転手順書Ⅱ（停止時徴候ベ－ス）

原子炉が停止中の場合において，プラントに異常事象が発

生した際の対応操作に関する事項を非常時運転手順書Ⅱ（停

止時徴候ベ－ス）（以下「停止時ＥＯＰ」という。）に定め

ている。 

プラント停止中に発生する可能性のある事故に対し，ＥＯ

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違
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同様に，観測されるプラントの徴候（パラメータの変化）に応

じた対応操作を示した手順書であり，発生確率は極めて低いと

考えられる設計基準を超えるような多重故障にも適用する。 

停止時 EOP は，目的に応じて「停止時反応度制御」，「水位・

温度制御」及び「交流／直流電源供給回復」に分類した各手順

を視覚的に認識できるようにした「フローチャート」，各手順の

「対応手順」及びプラント停止中における作業を想定し，人的

過誤又は機器故障等により発生する異常事象の代表的なシナリ

オとその解説をまとめた「停止時事故時運転操作の手引き」に

より構成される。 

異常事象発生時には，発電用原子炉の未臨界維持，炉心や使

用済燃料プールの冷却状況等に関するパラメータを確認し，各

手順の導入条件が成立した場合には，その手順の対応処置を開

始する。 

各手順のフローチャート，目的及び基本的な考え方及び操作

等判断基準一覧を別紙 9,10,11 に示す。 

（別紙 9,10,11） 

Ｐと同様に，観測されるプラントの徴候（パラメ－タ変化）

に応じた対応操作を示した手順であり，設計基準事故を越え

るような多重故障にも適用する。 

停止時ＥＯＰは目的に応じて「停止時反応度制御」，「停

止時崩壊熱除去制御」，「停止時原子炉水位制御」及び「停

止時電源復旧」の各手順をＥＯＰと同様に，視覚的に認識で

きるようにした「フロ－チャ－ト」，フロ－チャ－ト中の操

作を実施する際に使用する「ＡＭ設備別操作手順書」により

構成される。 

異常事象発生時には，原子炉の未臨界維持，炉心冷却状況

等に関するパラメ－タを確認し，各手順の導入条件が成立し

た場合には，その手順の対応操作を開始する。 

各手順のフロ－チャ－ト，目的及び基本的な考え方，操作

等判断基準一覧を別紙６，７，８に示す 

（別紙６，７，８） 

【停止時 EOP フローチャート】 

a.停止時反応度制御

目的 ：プラント停止中における意図せぬ制御棒引き抜け時

の対応 

手順書：停止時反応度制御 

b.水位・温度制御

目的 ：発電用原子炉の状態変化に応じた水位・温度の制御 

手順書：「RPV ヘッドオン／プールゲート閉／PCV 閉鎖」時

SFP 原子炉水位・温度制御 

「RPV ヘッドオン／プールゲート閉／PCV 開放」

時 SFP 原子炉水位・温度制御 

「RPV ヘッドオフ／プールゲート閉／PCV 開放」

時 SFP 原子炉ウェル水位・温度制御 

「RPV ヘッドオフ／プールゲート開／PCV 開放」

時 SFP 原子炉ウェル水位・温度制御 

「RPV ヘッドオフ直後・ヘッドオン直前」時 原子

炉水位・温度制御 

c.交流／直流電源供給回復

目的 ：外部電源喪失時の交流／直流電源の供給維持 

手順書：交流／直流電源供給回復 

ａ．停止時ＥＯＰフロ－チャ－ト 

(a) 停止時反応度制御

ⅰ) 目的：意図せぬ制御棒引き抜け時の対応 

ⅱ) 手順書：停止時反応度制御（ＳＤ／ＲＣ） 

(b) 停止時崩壊熱除去制御

ⅰ) 目的：原子炉の状態に応じた崩壊熱の除去 

ⅱ) 手順書：停止時崩壊熱除去制御（ＳＤ／ＲＬ） 

(c) 停止時原子炉水位制御

ⅰ) 目的：原子炉の状態に応じた原子炉水位確保 

ⅱ) 手順書：停止時原子炉水位制御（ＳＤ／ＬＣ） 

(d) 停止時電源復旧

ⅰ) 目的：外部電源喪失時の交流及び直流電源の供給 

ⅱ) 手順書：停止時電源復旧（ＳＤ／ＰＳ） 
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(6)AM 設備別操作手順書

自然現象や大規模損壊等により，多数の恒設の電源設備・注

水設備等が使用できない場合に，実施組織（運転員以外）の支

援を受けて行う可搬型設備等による事故対応操作のうち，主に

建屋内設備の操作内容を定めた手順書で，運転員が使用する。 

AM 設備別操作手順書では，発電用原子炉の安全確保を達成す

るために必要な「電源確保」や「原子炉注水」等，別紙に示す

機能別に複数の手順を整備する。 

また，事故の状況や現場要員の確保状況等に応じて，適切な

手順書を選択可能とするため，AM 設備別操作手順書の各手順を

実施するための所要時間，必要人員数等，手順実施時に必要な

情報を記載する。さらに，実施組織（運転員以外）が使用する

多様なハザード対応手順との紐付けにより，運転員と実施組織

（運転員以外）の意思疎通，連携の強化を図る。 

なお，EOP，SOP 及び停止時 EOP には AM 設備別操作手順書が

使用可能なタイミングを明示する。 

AM 設備別操作手順書の一覧を別紙 12 に示す。 

（別紙 12） 

(6) ＡＭ設備別操作手順書

ＡＭ設備別操作手順書には，重大事故等時において恒設の

電源設備，注水設備が使用できない場合に，災害対策本部の

実施組織による支援を受けて行う事故対応操作のうち，当直

（運転員）が行う対応操作及び事故時において当直（運転員）

が行う主要な設備の対応操作を定めた手順書である。 

ＡＭ設備別操作手順書では，電源確保，反応度制御，原子

炉注水，原子炉減圧，原子炉格納容器冷却，原子炉格納容器

減圧，原子炉格納容器下部注水，水素対策，使用済燃料プ－

ル注水，使用済燃料プ－ル冷却，除熱，冷却水確保，中央制

御室居住性確保の項目ごとに手順を定め， 

その手順を使用するタイミングを対応操作のフロ－チャ－

トに明示する。

ＡＭ設備別操作手順書の一覧を別紙１２に示す。

（別紙１２） 

(5) ＡＭ設備別操作要領書

ＡＭ設備別操作要領書には，重大事故等時において恒設の

電源設備，注水設備が使用できない場合に，緊急時対策本部

の実施組織による支援を受けて行う事故対応操作のうち，当

直（運転員）が行う対応操作及び事故時において当直（運転

員）が行う主要な設備の対応操作を定めた手順書である。 

ＡＭ設備別操作要領書では，発電用原子炉の安全確保を達

成するために必要な「電源確保」や「原子炉注水」等，別紙

に示す機能別に複数の手順を整備する。 

また，事故の状況や現場要員の確保状況等に応じて，適切

な手順書を選択可能とするため，ＡＭ設備別操作要領書の各

手順を実施するための所要時間，必要人員数等，手順実施時

に必要な情報を記載する。さらに，実施組織（運転員以外）

が使用する原子力災害対策手順書との紐付けにより，運転員

と実施組織（運転員以外）の意思疎通，連携の強化を図る。 

なお，ＥＯＰ及びＳＯＰにはＡＭ設備別操作要領書が使用

可能なタイミングを明示する。 

ＡＭ設備別操作要領書の一覧を別紙８に示す。 

（別紙８） 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

【AM 設備別操作手順書の構成】 

電源確保戦略  

：第一ガスタービン発電機起動，M/C7C・7D 受電，直流 125V 蓄

電池切替(A,A-2,AM 用）等 

反応度制御戦略 ：SLC ポンプによるほう酸水注入等 

Rx 注水戦略  

：RCIC 現場起動，MUWC による原子炉注水等 

圧力制御戦略：SRV 駆動源確保，炉心損傷前 PCV ベント等 

【ＡＭ設備別操作要領書の構成】 

電源確保戦略 

：ＧＴＧによるＳＡ－Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ受電，ＧＴＧによる

Ｃ，Ｄ－Ｍ／Ｃ受電，Ｂ１－１１５Ｖ系蓄電池（ＳＡ）

によるＢ－１１５Ｖ系直流盤受電等 

原子炉注水戦略 

：ＲＣＩＣによる原子炉注水，ＦＬＳＲポンプによる原子

炉注水等 

原子炉減圧戦略：ＳＲＶ駆動源確保等 

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＡＭ設

備別操作要領書の構成

を記載 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ＥＯＰ

に整備 
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格納容器スプレイ戦略 

：消防車による PCV スプレイ等 

 

格納容器水素・酸素制御戦略 

：FCS による格納容器水素制御，PCV 水素・酸素ガス放出 

SFP 注水，ウェル注水，SFP 監視戦略 

：消防車による SFP 注水，SFP 監視カメラ冷却装置起動等 

 

 

代替除熱戦略 ：代替 Hx による補機冷却水確保等 

原子炉除熱戦略 ：RHR による原子炉除熱等 

格納容器除熱戦略 

：代替循環冷却系による PCV 内の減圧及び除熱等 

SFP 除熱戦略 ：RHR による SFP 除熱，FPC による SFP 除熱 

水源確保戦略 

 ：MUWP による CSP への補給，消防車による CSP への補給 

 

代替計器戦略 ：可搬計器によるパラメータ計測 

その他戦略 ：SFP 漏えい緩和，通信手段確保等 

 

 

中央制御室居住性確保戦略 

：可搬型陽圧化空調機による中央制御室陽圧化等 

下部 D/W 注水戦略  

：MUWC による下部 D/W 注水等 

格納容器除熱戦略 

：ＦＬＳＲポンプによる格納容器スプレイ，ＲＨＡＲによ

る格納容器除熱等 

格納容器機能維持戦略：ＦＣＶＳによる格納容器ベント，

ＦＣＳによる格納容器水素・酸素濃度制御等 

  燃料プール除熱戦略 

：消火ポンプまたは補助消火ポンプによる燃料プール注水，

ＳＦＰ監視カメラ用冷却設備起動，ＦＰＣによる燃料プ

ール除熱 

代替除熱戦略：ＲＣＷ／ＲＳＷによる除熱 

原子炉除熱戦略：ＲＨＲによる原子炉除熱等 

 

 

 

 

 

 

代替監視戦略：可搬型計測器による計測等 

 

 

 

居住性確保戦略：ＭＣＲによる居住性確保等 

 

ペデスタル注水戦略 

：ＦＬＳＲポンプによるペデスタル注水等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手順書構成の相違 
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に整備 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ＥＨＰ

に整備 

2.2 緊急時対策本部用手順書 

緊急時対策本部用手順書は使用主体に応じて，緊急時対策本

部が使用する手順書，緊急時対策本部のうち技術支援組織が使

用する手順書及び緊急時対策本部のうち実施組織（運転員以外）

が使用する手順書に分類して整備する。 

(1)緊急時対策本部運営要領 

重大事故，大規模損壊等が発生した場合，又はそのおそれが

ある場合に，緊急事態に関する緊急時対策本部の責任と権限及

び実施事項を定めた要領で，緊急時対策本部が使用する。 

 

 

 

2.2 災害対策本部手順書 

 

 

 

 

(1) 災害対策要領 

    重大事故，大規模損壊等が発生した場合又はそのおそれが

ある場合に，緊急事態に関する災害対策本部の責任と権限及

び実施事項を定めた要領。 

   災害対策本部は所長が本部長となり，重大事故等時対策を

実施する実施組織及びその支援組織を構成し，それぞれの機

能ごとに責任者を定め，役割分担を明確にし，効果的な重大

2.2 緊急時対策本部用手順書 

緊急時対策本部用手順書は使用主体に応じて，緊急時対策本

部が使用する手順書，緊急時対策本部のうち技術支援組織が使

用する手順書及び緊急時対策本部のうち実施組織（運転員以

外）が使用する手順書に分類して整備する。 

(1) 緊急時の措置要領 

重大事故，大規模損壊等が発生した場合，又はそのおそれ

がある場合に，緊急事態に関する緊急時対策本部の責任と権

限及び実施事項を定めた要領。 

 

 

 

 

・記載表現の相違 
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・記載表現の相違 
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また，緊急時対策本部の運営及び各機能班が実施する事項に

ついては，本要領の下位に紐付く各機能班のガイドとして定め

る。 

緊急時対策本部運営要領に紐付く主な機能班ガイドを別紙 13 

に示す。 

（別紙 13） 

事故対策を実施しえる体制としている。詳細は，添付資料

1.0.10に示す。 

(2) 緊急時対策所運用手順書

重大事故，大規模損壊等が発生した場合，又はそのおそれ

がある場合に，緊急時対策所の立上げ及び支援組織が実施す

る事項を定めた手順書で，緊急時対策本部が使用する。また，

緊急時対策本部内の各班が実施する事項の手順については，

本手順書の下位に紐付く各班の原子力災害対策手順書に記載

する。 

(3) 緊急時対策本部対応手順書（以下「本部対応手順書」とい

う。） 

重大事故，大規模損壊等が発生した場合，又はそのおそれ

がある場合に，プラント戦略に関する実施組織が実施する事

項を定めた手順書で，緊急時対策本部が使用する。 

また，緊急時対策本部内の各班が実施する事項の手順につ

いては，本手順書の下位に紐付く各班の原子力災害対策手順

書に記載する。 

本部対応手順書に紐付く原子力災害対策手順書を別紙９に

示す。 

（別紙９） 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

②の相違

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

②の相違

(2)アクシデントマネジメントの手引き（以下「AMG」という。）

炉心損傷後に想定されるプラント状態の判断や，事故の進展

防止及び影響緩和のために実施すべき操作の技術的根拠となる

情報を定めた要領で，運転員に対する支援活動の参考として，

技術支援組織が使用する。 

AMG には，損傷炉心の冷却成否，原子炉圧力容器の破損有無

等のプラント状態を判断するために必要となる情報や，対応操

作の有効性に関する情報等を記載している。 

技術支援組織は，これらの情報等を用いて，運転員が SOP に

基づき実施する操作がプラント状態に応じた適切な操作となっ

ているか，想定した効果を発揮しているか，予期せぬ事態へと

至っていないか等を把握し，状況に応じて実施すべき措置を緊

急時対策本部長に進言する。なお，SOP の操作が成功しない場

合，SOP に記載のない応用操作が必要となった場合等，予想外

の事態が発生し，運転員に対する技術的支援が必要となった場

(2) アクシデントマネジメントガイド

プラントで発生した事故・故障等が拡大した際の，炉心損

傷の防止あるいは炉心が損傷に至った場合における影響緩和

のために実施すべき措置を判断，選択するための情報を定め

たガイドで，技術支援組織が使用する。 

アクシデントマネジメントガイド（以下「ＡＭＧ」という。）

は，プラント状態（炉心損傷の有無，炉心冷却の成否，原子

炉圧力容器破損の有無等）に応じた操作の全体像を示した「Ａ

Ｍストラテジ」に基づき注水ストラテジ及び除熱ストラテジ

等が選択され，個別のストラテジに従って，「確認ガイド」

及び「操作ガイド」を参照して，事故収束へ移行させる構成

となっている。技術支援組織は，確認ガイドを用いてプラン

ト状態を可能な限り正確に把握し，操作ガイドに記載された

各操作の有効性についてプラントへの影響を含めて判断し，

当直（運転員）に対する支援活動を実施する。また，ＳＯＰ

(4) 事故時操作要領書（ＡＭガイドライン）（以下「ＡＭＧ」

という。）

炉心損傷後に想定されるプラント状態の判断や，事故の進

展防止及び影響緩和のために実施すべき操作の技術的根拠と

なる情報を定めた要領で，運転員に対する支援活動の参考と

して，技術支援組織が使用する。 

ＡＭＧには，損傷炉心の冷却成否，原子炉圧力容器の破損

有無等のプラント状態を判断するために必要となる情報や，

対応操作の有効性に関する情報等を記載している。 

技術支援組織は，これらの情報等を用いて，運転員がＳＯ

Ｐに基づき実施する操作がプラント状態に応じた適切な操作

となっているか，想定した効果を発揮しているか，予期せぬ

事態へと至っていないか等を把握し，状況に応じて実施すべ

き措置を緊急時対策本部長に進言する。なお，ＳＯＰの操作

が成功しない場合，ＳＯＰに記載のない応用操作が必要とな

った場合等，予想外の事態が発生し，運転員に対する技術的

・記載表現の相違
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合には，AMG の情報を参考として，適切な対応操作を検討し，

緊急時対策本部長に進言する。これらの検討結果をふまえた運

転員への指示内容を緊急時対策本部長が承認する。 

で判断しえる事象進展を超えた場合についても，確認ガイド，

操作ガイドを用いて事故収束に有効なプラント操作を検討

し，当直（運転員）に操作内容を指示，助言する。この場合，

当直（運転員）は，その指示，助言に従って操作を実施する。 

プラントへの影響に配慮するため，操作実施時のパラメ－タ

挙動予測，影響評価するべき項目，監視パラメ－タ等を操作ガ

イドに整備する。

支援が必要となった場合には，ＡＭＧの情報を参考として，

適切な対応操作を検討し，緊急時対策本部長に進言する。こ

れらの検討結果をふまえた運転員への指示内容を緊急時対策

本部長が承認する。 

(3)多様なハザード対応手順（以下「EHP」という。）

自然現象や大規模損壊等により，多数の恒設の電源設備・注

水設備等が使用できない場合に，運転員の事故対応に必要な支

援を行うため，可搬型設備等による事故対応操作のうち，主に

屋外設備の操作内容を定めた手順書で，実施組織（運転員以外）

が使用する。 

EHP では，発電用原子炉の安全確保を達成するために必要な

「格納容器機能維持」や「水源」等，別紙に示す機能別に複数

の手順を整備する。 

また，事故の状況や現場要員の確保状況等に応じて，適切な

手順書を選択可能とするため，EHP の各手順を実施するための

所要時間，必要人員数等，手順実施時に必要な情報を記載する。

さらに，運転員が使用する AM 設備別操作手順書との紐付けによ

り，実施組織（運転員以外）と運転員の意思疎通，連携の強化

を図る。 

多様なハザード対応手順の一覧を別紙 14 に示す。 

（別紙 14） 

(3) 重大事故等対策要領

自然現象や大規模損壊等により，多数の恒設の電源設備，

注水設備等が使用できない場合に，当直（運転員）が行うプ

ラント対応に必要な支援を行うため，可搬型設備等によるプ

ラント対応操作を定めた要領で災害対策要員が使用する。

また，残留熱除去系，非常用ディ－ゼル発電機２Ｃ及び２

Ｄの復旧作業が難行する場合に応急的に実施する「アクシデ

ントマネジメント故障機器復旧手順ガイドライン」を整備す

る。重大事故等対策要領の概要を別紙１３に示す。 

（別紙１３） 

(5) 原子力災害対策手順書（以下「ＥＨＰ」という。）

自然現象や大規模損壊等により，多数の恒設の電源設備・

注水設備等が使用できない場合に，運転員の事故対応に必要

な支援を行うため，可搬型設備等による事故対応操作のうち，

主に屋外設備の操作内容を定めた手順書で，実施組織（運転

員以外）及び支援組織が使用する。 

ＥＨＰでは，発電用原子炉の安全確保を達成するために必

要な「格納容器機能維持」や「水源」等，別紙に示す戦略別

に複数の手順を整備する。 

また，事故の状態や現場要員の確保状況等に応じて，適切

な手順を選択可能とするため，ＥＨＰの各手順を実施するた

めの所要時間，必要人数等，手順実施時に必要な情報を記載

する。さらに，運転員が使用するＡＭ設備別操作要領書との

紐付けにより，実施組織（運転員以外）と運転員の意思疎通，

連携の強化を図る。 

ＥＨＰの一覧を別紙 10に示す。 

（別紙 10） 

・記載表現の相違

【東海第二】 

【EHP の構成】 

炉心冷却 ：消防車による送水（原子炉注水）等 

格納容器機能維持  

：熱交換器ユニットによる補機冷却水確保等 

原子炉建屋損傷防止 ：原子炉建屋トップベント等 

SFP 冷却 

：消防車による送水（SFP 常設スプレイ）等 

【ＥＨＰの構成】 

水素爆発防止：水素爆発防止のための原子炉建物燃料取替

階ブローアウトパネル開放手順等 

燃料プール注水 

：原子炉建物内ホース展張による燃料プールへの注水及び

スプレイ等

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＥＨＰ

の構成を記載 
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放射性物質の拡散を抑制 

：大容量送水車及び放水砲による大気への放射性物質の拡

散抑制等 

水源 ：貯水池から大湊側防火水槽への補給等 

電源確保  

：第二 GTG による大湊側緊急用 M/C 受電等 

 

居住性 ：カードル式空気ボンベユニットによる陽圧化 

その他 ：アクセスルートの状況確認，瓦礫除去等 

 

放射性物質拡散抑制 

：放水砲による大気への放射性物質の拡散抑制等 

 

水源確保：大量送水車を使用した送水／補給等 

電源確保 

：高圧発電機車によるメタクラ切替盤を使用したＭ／Ｃ 

Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系電源確保等 

 

その他：アクセスルートの確保，移動式熱交換設備および

大型送水ポンプ車を使用した最終ヒートシンク確

保等 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ＡＭＰ

に整備 

2.3 各種手順書の判断者・操作者の明確化 

(1)判断者の明確化 

運転操作手順書に従い運転員が実施する事故時の事故対応の

判断は，事故発生号炉の当直副長が行う。 

 

一方，緊急時対策要員が実施する対応の判断は，緊急時対策

本部運営要領上で役割分担に応じて定める責任者が行う。 

2.3 運転手順書の判断者・操作者の明確化 

 (1) 判断者の明確化 

   運転手順書に従い実施される事故時のプラント対応の判断

は，当直発電長が行う。 

 

   一方，災害対策本部で実施される事故時のプラント対応の

判断は，災害対策本部長代理が行う。 

なお，当直（運転員）が行う運転操作や復旧操作において，

あらかじめ定めた手順によらない操作及び対応については，

災害対策本部長代理が最終的に判断する。 

 

2.3 各種手順書の判断者・操作者の明確化 

(1) 判断者の明確化 

運転操作手順書に従い運転員が実施する事故時の事故対応

の判断は，１号炉は１号当直主任，２号炉は２号当直副長が

行う。 

一方，緊急時対策要員が実施する対応の判断は，緊急時の

措置要領上で役割分担に応じて定める責任者が行う。 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の中央制

御室は，島根１号炉と共

用であり，複数号炉の同

時被災時において，情報

の混乱や指揮命令が遅

れることのないよう当

直副長の指揮に基づき

運転操作対応を実施（以

下，⑥の相違） 

(2)操作者の明確化 

各種手順書は，運転員が使用するものと緊急時対策要員が使

用するものと，使用主体によって整備している。 

 

ただし，使用目的によっては，相互の手順の完遂により機能

を達成する場合があることから，操作に当たっては，中央制御

室と発電所対策本部の間で緊密な情報共有を図りながら行うこ

ととする。 

(2) 操作者の明確化 

   手順書は，当直（運転員）が使用するものと災害対策要員

（当直（運転員）及び運転操作対応を除く）が使用するもの

と，使用主体によって整備している。 

ただし，使用目的によっては，相互の手順の完遂により機

能を達成する場合があることから，重大事故等対処設備の操

作にあたっては，中央制御室と災害対策本部の間で緊密な情

報共有を図りながら行うこととする。 

 

 

 

 

(2) 操作者の明確化 

各種手順書は，運転員が使用するものと緊急時対策要員が

使用するものと，使用主体によって整備している。 

 

ただし，使用目的によっては，相互の手順の完遂により機

能を達成する場合があることから，重大事故等対処設備の使

用に当たっては，中央制御室と緊急時対策本部の間で緊密な

情報共有を図りながら行うこととする。 

 

1.0-1459



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

3． 各種手順書の間のつながり，移行基準について 

各種手順書を事故の進展状況に応じて適切に使用可能とする

ため，手順書間の移行基準を示す。 

また，事故対応中は複数の手順書を並行して使用することを

考慮して，手順書間で対応の優先順位が存在する場合は併せて

示す。 

(1)警報発生時操作手順書からほかの事故手順書への移行

警報発生時操作手順書に基づく対応において事象が進展した

場合は，警報ごとの手順書の記載内容に従い，AOP へ移行する。 

また，警報発生時操作手順書で対応中にスクラム等の EOP 導

入条件が成立した場合は，EOP へ移行する。 

なお，発電用原子炉が停止中の場合は，警報発生時操作手順

書に基づく対応を実施し，事象が進展して停止時 EOP 導入条件

が成立した場合は，停止時 EOP へ移行する。 

また，停止時 EOP 対応中に EOP 導入条件が成立した場合は，

EOP に移行する。 

3. 運転手順書間のつながり，移行基準について

運転手順書を事故の進展状況に応じて適切に使用可能とする

ため，運転手順書間の移行基準を示す。 

また，事故対応中は複数の運転手順書を並行して使用するこ

とを考慮して，手順書間で対応の優先順位が存在する場合は併

せて示す。 

(1) 警報処置手順書から他の運転手順書への移行

警報処置手順書に基づく対応において，ＥＯＰ導入条件に

至らないＡＯＰ事象に進展した場合は，ＡＯＰへ移行する。 

警報処置手順書で対応中にスクラム等のＥＯＰ導入条件が

成立した場合は，ＥＯＰへ移行する。 

3. 各種手順書の間のつながり，移行基準について

各種手順書を事故の進展状況に応じて適切に使用可能とする

ため，手順書間の移行基準を示す。 

また，事故対応中は複数の手順書を並行して使用することを

考慮して，手順書間で対応の優先順位が存在する場合は併せて

示す。 

(1) 設備別運転要領書 別冊 警報発生時の措置からほかの事故

手順書への移行 

警報発生時の措置に基づく対応において事象が進展した場

合は，警報ごとの手順書の記載内容に従い，ＡＯＰへ移行す

る。 

また，警報発生時の措置で対応中にスクラム等のＥＯＰ導

入条件が成立した場合は，ＥＯＰへ移行する。 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①の相違

(2)AOP から EOP への移行

AOP 対応中に以下の EOP 導入条件が成立した場合は，EOP へ

移行する。 

【EOP 導入条件（いずれかに該当した場合）】 

a.発電用原子炉を手動スクラムした場合，若しくは自動スク

ラム信号が発生（スクラム失敗を含む）した場合

b.EOP における一次格納容器制御導入条件が成立した場合

c.EOP における二次格納容器制御導入条件が成立した場合

(2) 非常時運転手順書（事象ベ－ス）から他の運転手順書への

移行 

ＡＯＰ対応中に以下のＥＯＰ導入条件が成立した場合は，

ＥＯＰへ移行する。 

  ａ．ＥＯＰ導入条件（いずれかに該当した場合） 

(a) 原子炉を手動スクラム若しくは自動スクラムが発生

（スクラム失敗を含む）した場合

(b) ＥＯＰにおける格納容器制御導入条件が成立した場合

(c) ＥＯＰにおける原子炉建屋制御導入条件が成立した場

合

(d) ＥＯＰにおける使用済燃料プ－ル制御導入条件が成立

した場合

(e) 外部電源が喪失し，全交流動力電源喪失が発生した場

合 

(2) ＡＯＰからＥＯＰへの移行

ＡＯＰ対応中に以下のＥＯＰ導入条件が成立した場合は，

ＥＯＰへ移行する。 

【ＥＯＰ導入条件（いずれかに該当した場合）】 

ａ．発電用原子炉を手動スクラムした場合，若しくは自動ス

クラム信号が発生（スクラム失敗を含む。）した場合

ｂ．ＥＯＰにおける格納容器制御導入条件が成立した場合 

ｃ．ＥＯＰにおける二次格納施設制御導入条件が成立した場

合 

ｄ．ＥＯＰにおける燃料プール制御導入条件が成立した場合 

ｅ．ＥＯＰにおけるプラント停止時制御導入条件が成立した

場合（プラント停止の場合） 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

④の相違

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

①の相違

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，全交流
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【EOP 移行後の AOP の使用について】 

EOP 導入条件が成立した場合は AOP から EOP へ移行するが，

原子炉スクラム時の確認事項，タービン・発電機側の対応操作

等，AOP に具体的内容を定めている対応については AOP を参照

する。 

  ｂ．ＥＯＰ移行後のＡＯＰの使用について 

ＥＯＰ導入条件が成立した場合はＡＯＰからＥＯＰへ移

行するが，原子炉スクラム時の確認事項，タ－ビン・発電

機側の対応操作等，ＡＯＰに具体的内容を定めている初動

対応についてはＡＯＰを参照する。 

【ＥＯＰ移行後のＡＯＰの使用について】 

ＥＯＰ導入条件が成立した場合はＡＯＰからＥＯＰへ移行

するが，原子炉スクラム時の確認事項，タービン・発電機側

の対応操作等，ＡＯＰに具体的内容を定めている対応につい

てはＡＯＰを参照する。 

動力電源喪失に伴う自

動スクラム信号発生に

よりＥＯＰへ移行 

(3)EOP からSOP への移行

EOP 対応中に以下のSOP 導入条件が成立した場合は，SOP に

移行する。 

(3) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベ－ス）から他の運転手順書へ

の移行 

ＥＯＰ対応中に以下のＳＯＰ導入条件が成立した場合，炉

心損傷と判断し，ＳＯＰに移行する。 

(3)ＥＯＰからＳＯＰへの移行

ＥＯＰ対応中に以下のＳＯＰ導入条件が成立した場合は，ＳＯ

Ｐに移行する。 

【SOP 導入条件（いずれかに該当した場合）】 

a.原子炉停止後の経過時間と原子炉格納容器内ガンマ線線量

率の関係から炉心損傷と判断した場合（格納容器内雰囲気

放射線レベル計が使用不可能の場合は，原子炉圧力容器表

面温度にて炉心損傷を判断する。）

b.原子炉注水機能が喪失した状態において，原子炉水位が規

定値以下まで低下した場合，及び炉心が規定時間以上露出

した場合 

なお，炉心損傷の判断基準の考え方を添付 1 に示す。 

（添付 1） 

ａ．ＳＯＰ導入条件 

(a) 原子炉停止後の経過時間と格納容器雰囲気放射線モニ

タ（以下「ＣＡＭＳ」という。）によるドライウェル又

はサプレッション・チェンバ内のガンマ線線量率の関

係から炉心損傷と判断された場合

(b) ＣＡＭＳによる原子炉格納容器内ガンマ線線量率監視

が不可能の場合に，原子炉圧力容器温度から炉心損傷

と判断された場合

【ＳＯＰ導入条件（いずれかに該当した場合）】 

ａ．原子炉停止後の経過時間と格納容器雰囲気放射線モニタ

によるドライウェル又はサプレッション・チェンバ内のガ

ンマ線線量率の関係から炉心損傷と判断された場合

ｂ．格納容器雰囲気放射線モニタによる原子炉格納容器内ガ

ンマ線線量率監視が不可能の場合に，原子炉圧力容器温度

から炉心損傷と判断された場合 

（添付１） 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7】 

・手順の相違

【柏崎 6/7】 

(4)AM 設備別操作手順書の使用

EOP，SOP 又は停止時 EOP による事故対応中に，多数の恒設の

電源設備・注水設備等が使用できず，EOP，SOP 又は停止時 EOP の

フローチャートにおける原子炉注水等の操作項目が達成できな

い場合は，その操作項目に対応した AM 設備別操作手順書の手順

(4)ＡＭ 設備別操作要領書の使用

ＥＯＰ又はＳＯＰによる事故対応中に，多数の恒設の電源設

備・注水設備等が使用できず，ＥＯＰ又はＳＯＰのフローチャ

ートにおける原子炉注水等の操作項目が達成できない場合は，

その操作項目に対応したＡＭ設備別操作要領書の手順の手順及

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＡＭ設

備別操作要領書の使用

について記載 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違
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及びその手順に紐付く EHP の手順の中から実現可能な手順を選

択し，可搬型設備等による対応を行う。この操作を実施する際

には，運転員と実施組織（運転員以外）との情報交換を密にし

て，プラント状況及び実施すべき操作内容を相互に確認しなが

ら実施する。 

なお，EOP，SOP 又は停止時 EOP の操作項目が達成できない場

合に，AM 設備別操作手順書及び EHP に複数の使用可能な手順が

存在する場合は，以下のような観点から使用可能な手順を対比

し，事故対応に適切な手順を選択する。 

びその手順に紐付くＥＨＰの手順の中から実現可能な手順を選

択し，可搬型設備等による対応を行う。ＥＨＰの手順を実施す

る際には，運転員と実施組織（運転員以外）との情報交換を密

にして，プラント状況及び実施すべき操作内容を相互に確認し

ながら実施する。 

なお，ＥＯＰ又はＳＯＰの操作項目が達成できない場合に，

ＡＭ設備別操作要領書及びＥＨＰに複数の使用可能な手順が存

在する場合は，以下のような観点から使用可能な手順を対比し，

事故対応に適切な手順を選択する。 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

【手順選択時の着目点】 

a.手順の操作完了（機能発揮）までの所要時間の長短

b.水源確保・給油等も含めた，機器の機能維持に必要となる

対応の要否 

c.注水圧力・注水流量等，プラントへの効果（炉心冷却効果

等）の大小

d.操作に伴うプラント設備への悪影響（使用水の水質等）の

大小

AM 設備別操作手順書及び EHP で選択した手順が完了した場

合は，引き続き EOP，SOP 又は停止時 EOP による対応を行う。 

【手順選択時の着目点】 

ａ.手順の操作完了（機能発揮）までの所要時間の長短 

ｂ．注水圧力・注水流量等，プラントへの効果（炉心冷却効

果等）の大小 

ｃ．操作に伴うプラント設備への悪影響（使用水の水質等）

の大小 

ＡＭ設備別操作要領書及びＥＨＰで選択した手順が完了

した場合は，引き続きＥＯＰ又はＳＯＰによる対応を行

う。 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子力

災害対策手順書に整備 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

(5)緊急時対策本部用手順書の導入

発電所において緊急時対策本部を設置した際は，緊急時対策

本部運営要領（各機能班のガイドを含む）を導入し，緊急時対

策本部の運営，情報収集及び事故対応の支援を開始する。また，

事故・故障等が拡大し，炉心損傷に至った場合はAMGを導入し，

事故の進展防止，影響緩和のための対応を開始する。 

(4) 災害対策要領の導入

発電所において災害対策本部が設置される際に災害対策要

領が導入される。詳細は，添付資料 1.0.10 に示す。 

(5) 緊急時対策本部用手順書の導入

発電所において緊急時対策本部を設置した際は，緊急時対

策本部対応手順書（各班の原子力災害対策手順書を含む。）を

導入し，緊急時対策本部の運営，情報収集及び事故対応の支

援を開始する。また，事故・故障等が拡大し，炉心損傷に至

った場合はＡＭＧを導入し，事故の進展防止，影響緩和のた

めの対応を開始する。 

・記載表現の相違

【東海第二】 

【EHP 手順選択時の着目点】 

a.EHP の操作完了（機能発揮）までの所要時間の長短

b.水源確保・給油等も含めた，機器の機能維持に必要となる

対応の要否

c.注水圧力・注水流量等，プラントへの効果（炉心冷却効果

等）の大小

d.操作に伴うプラント設備への悪影響（使用水の水質等）の

大小

【ＥＨＰ手順選択時の着目点】 

ａ．ＥＨＰの操作完了（機能発揮）までの所要時間の長短 

ｂ．水源確保・給油等も含めた，機器の機能維持に必要とな

る対応の要否 

ｃ．注水圧力・注水流量等，プラントへの効果（炉心冷却効

果等）の大小 

ｄ．操作に伴うプラント設備への悪影響（使用水の水質等）

の大小 

・記載表現の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＥＨＰ

手順選択時の着目点に

ついて記載 
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4． 運転員の対応操作の流れについて 

故障又は事故が発生した場合，運転員は「止める」，「冷やす」，

「閉じ込める」の原則に基づき事故対応操作を実施する。 

4. 当直（運転員）の対応操作の原則と流れについて

4.1 対応操作の原則 

運転中の異常な過渡変化及び事故が発生した場合，当直（運

転員）は「止める」，「冷やす」，「閉じ込める」の原則に基

づきプラント対応操作を実施する。 

4. 運転員の対応操作の流れについて

故障又は事故が発生した場合，運転員は「止める」，「冷やす」，

「閉じ込める」の原則に基づき事故対応操作を実施する。 

「止める」の対応 

異常や事故発生時に作動する原子炉スクラム信号を確認し，

発電用原子炉の停止を確認する。自動で原子炉スクラムしない

場合には，手動によるスクラム操作を実施し，発電用原子炉の

停止を確認する。 

制御棒の挿入と中性子束の低下状況を確認することにより，

発電用原子炉の停止を判断する。 

「冷やす」の対応 

原子炉停止後も炉心では崩壊熱による残留熱が発生している

ことから，この熱を除去するため，給水系，復水系又は非常用

炉心冷却系により原子炉への注水手段を確保する。 

原子炉水位を所定の水位（L-3～L-8）に維持することにより，

炉心が冷やされていることを判断する。 

「閉じ込める」の対応 

放射性物質が環境へ放出されていないことを確認する。また，

原子炉格納容器が隔離されていることを確認することにより，

閉じ込めが機能していることを判断する。 

(1) 「止める」の対応

異常な過渡変化や事故発生時に作動する原子炉スクラム信

号を確認し，原子炉の停止を確認する。自動で原子炉スクラ

ムしない場合には，手動によるスクラム操作を実施し，原子

炉の停止を確認する。 

制御棒の挿入と中性子束の低下状況を確認することによ

り，原子炉の停止を判断する。 

(2) 「冷やす」の対応

原子炉停止後も炉心では崩壊熱が発生していることから，

この熱を除去するため，給水・復水系又は非常用炉心冷却系

により原子炉への注水手段を確保する。 

原子炉水位を所定の水位（原子炉水位低（レベル３）～原

子炉水位高（レベル８））に維持することにより，炉心が冷

却されていることを判断する。 

(3) 「閉じ込める」の対応

放射性物質が環境へ放出されていないことを確認する。ま

た，原子炉格納容器が隔離されていることを確認することに

より，閉じ込めが機能していることを判断する。 

「止める」の対応 

異常や事故発生時に作動する原子炉スクラム信号を確認し，

発電用原子炉の停止を確認する。自動で原子炉スクラムしない

場合には，手動によるスクラム操作を実施し，発電用原子炉の

停止を確認する。 

制御棒の挿入と中性子束の低下状況を確認することにより，

発電用原子炉の停止を判断する。 

「冷やす」の対応 

原子炉停止後も炉心では崩壊熱による残留熱が発生している

ことから，この熱を除去するため，給水系，復水系，原子炉隔

離時冷却系又は非常用炉心冷却系により原子炉への注水手段を

確保する。 

原子炉水位を所定の水位（Ｌ－３～Ｌ－８）に維持すること

により，炉心が冷やされていることを確認する。 

「閉じ込める」の対応 

放射性物質が環境へ放出されていないことを確認する。また，

原子炉格納容器が隔離されていることを確認することにより，

閉じ込めが機能していることを判断する。 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系は非常用

炉心冷却系に分類され

ていない 

これら事故対応の原則をベースに，運転員は，運転操作手順

書を用いて炉心の損傷防止，原子炉格納容器の破損防止を目的

とした対応操作の判断を以下の流れで行う。 

4.2 対応操作の流れ 

当直（運転員）は前述のプラント対応操作の原則をベ－スに，

運転手順書を用いて炉心の損傷防止，原子炉格納容器破損防止

等を目的とした対応操作の判断を以下の流れで行う。 

これら事故対応の原則をベースに，運転員は，運転操作手順

書を用いて炉心の損傷防止，原子炉格納容器の破損防止を目的

とした対応操作の判断を以下の流れで行う。 

異常又は事故の発生時，警報発生時操作手順書により初期対

応を行う。事象が進展し，その事象の判断が可能な場合には，

AOP に移行し対応を行う。 

警報発生時操作手順書又は AOP で対応中に，EOP の導入条件

が成立した場合には，EOP に移行し対応を行う。 

  異常な過渡変化の発生時，警報処置手順書により初期対応を

行う。 

 警報処置手順書に基づく対応において，ＥＯＰ導入条件に至

らないＡＯＰ事象に進展した場合は，ＡＯＰに移行し対応を行

う。警報処置手順書又はＡＯＰで対応中に，スクラム等のＥＯ

Ｐ導入条件が成立した場合には，ＥＯＰに移行し対応を行う。 

異常又は事故の発生時，警報発生時の措置により初期対応を

行う。事象が進展し，その事象の判断が可能な場合には，あら

かじめ定めたＡＯＰに移行し対応を行う。 

警報発生時の措置又はＡＯＰで対応中に，ＥＯＰの導入条件

が成立した場合にはＥＯＰに移行し対応を行う。 
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原子炉スクラムに至る事故が発生した場合，EOP では事故直

後の操作として発電用原子炉の自動スクラムを確認する。自動

スクラムしていない場合は，手動により発電用原子炉をスクラ

ムする。

その後は，「原子炉制御」の対応として原子炉水位，原子炉圧

力，タービン・電源に関するスクラム後の確認及び操作を並行

して行うとともに，発電用原子炉の未臨界維持，炉心の冷却確

保・損傷防止，原子炉格納容器の健全性確保等の対応をするた

め，パラメータ（未臨界性，炉心の冷却機能，原子炉格納容器

の健全性）の継続監視を行う。パラメータの変化により「原子

炉制御」以外の手順の導入条件が成立した場合は，確認された

パラメータの変化に対応した個別の手順により対応操作を実施

する。 

EOP による対応で事故収束せず炉心損傷に至った場合は，SOP 

に移行し，炉心損傷後における原子炉圧力容器の破損防止及び

原子炉格納容器の破損防止のための対応を行う。 

また，運転操作手順書に基づく安全確保が不可能，若しくは

そのおそれがある場合には，可搬型設備等も含めて使用可能な

設備を最大限活用した安全確保を行う。当直長は必要に応じて

緊急時対策本部に支援を要請し，EHP による事故対応支援を受

けた上で引き続き事故収束に向けた対応処置を実施する。 

なお，発電用原子炉が停止中の場合においても，対応操作の

流れについては発電用原子炉が運転中の場合と同様である。 

原子炉スクラムに至る事故が発生した場合，ＥＯＰでは事故

直後の操作として原子炉自動スクラムを確認する。自動スクラ

ムしていない場合には，手動により原子炉をスクラムする。

その後は，原子炉水位，原子炉圧力，タ－ビン・電源の各制

御を並行して行うとともに，原子炉の未臨界維持，炉心の冷却

確保・損傷防止，原子炉格納容器の健全性確保等の対応を行う

ため，パラメ－タ（未臨界性，炉心の冷却機能，原子炉格納容

器の健全性等）を常に監視し，個別の導入条件が成立すれば，

徴候ごとに用意した手順に移行する。 

ＥＯＰによる対応で事故収束せず炉心損傷に至った場合は，

ＳＯＰに移行し，炉心損傷後の原子炉圧力容器破損防止及び原

子炉格納容器破損防止のための対応を行う。 

運転手順書に基づく安全確保が困難な場合又はそのおそれ

がある場合，当直発電長は事故収束のために災害対策本部に支

援を要請し，災害対策本部長代理は災害対策要員による可搬型

設備等も含めた使用可能な設備を最大限活用した対応処置を

実施する。 

原子炉スクラムに至る事故が発生した場合，ＥＯＰでは事故

直後の操作として発電用原子炉の自動スクラムを確認する。自

動スクラムしていない場合は，手動により発電用原子炉をスク

ラムする。

その後は，「原子炉制御」の対応として原子炉水位，原子炉圧

力，タービン・電源に関するスクラム後の確認及び操作を並行

して行うとともに，発電用原子炉の未臨界維持，炉心の冷却確

保・損傷防止，原子炉格納容器の健全性確保等の対応をするた

め，パラメータ（未臨界性，炉心の冷却機能，原子炉格納容器

の健全性）の継続監視を行う。パラメータの変化により「原子

炉制御」以外の手順の導入条件が成立した場合は，確認された

パラメータの変化に対応した個別の手順により対応操作を実施

する。 

ＥＯＰによる対応で事故収束せず炉心損傷に至った場合は，

ＳＯＰに移行し，炉心損傷後における原子炉圧力容器の破損防

止及び原子炉格納容器の破損防止のための対応を行う。 

また，運転操作手順書に基づく安全確保が不可能，若しくは

そのおそれがある場合には，可搬型設備等も含めて使用可能な

設備を最大限活用した安全確保を行う。当直長は必要に応じて

緊急時対策本部に支援を要請し，ＥＨＰによる事故対応支援を

受けた上で引き続き事故収束に向けた対応処置を実施する。 

なお，発電用原子炉が停止中の場合においても，対応操作の

流れについては発電用原子炉が運転中の場合と同様である。 

・記載表現の相違

【東海第二】 
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5． 重大事故等時の対応及び手順書の内容について 

(1) 海水を炉心へ注入する事態等においても，財産保護より安

全性を優先するという方針の下，当直副長が迷うことなく

判断できるよう，あらかじめ原子力発電保安運営委員会で

判断基準を承認し，手順書に定める。

(2) 有効性評価で示した重要事故シーケンスは，全て本手順書

体系にて対応できるように整備する。あわせて，有効性評価

で示した判断基準や監視パラメータについても本手順書体

系の中で整理する。詳細は添付資料 1.0.7 及び添付資料

1.0.14 に示す。

(3) 重大事故等に対処するために把握することが必要なパラメ

ータのうち，原子炉施設の状態を直接監視するパラメータ

（以下「主要なパラメータ」という。）を整理するとともに，

主要なパラメータが故障等により計測不能な場合に，当該

パラメータを推定する手順及び可搬型計測器により計測す

る手順を運転操作手順書又は緊急時対策本部用手順書に整

備する。

なお，具体的なパラメータ，監視計器，手順等については，

「1.15 事故時の計装に関する手順等」で整理する。 

(4) これら手順を有効かつ適切に使用しプラントの状態に応じ

た対応を行うために，運転員及び緊急時対策要員は，常日

頃から対応操作について教育及び訓練等を実施し，手順の

把握，機器や系統特性の理解及び発電用原子炉の運転に必

要な知識等の習得，習熟を図っている。

以上 

5. 重大事故等時の対応及び手順書の内容について

① 海水を炉心へ注水する事態等においても，財産保護より安

全を最優先するという方針の下，当直発電長が迷うことなく

判断できるよう，あらかじめ原子炉施設保安運営委員会で判

断基準を審議・確認し，運転手順書に定める。 

② 有効性評価で示した重要事故シ－ケンス等は，全て本手順

書体系にて対応できるように整備する。併せて，有効性評価

で示した判断基準や監視パラメ－タについても本手順書体系

の中で整備する。 

詳細は添付資料1.0.7及び添付資料1.0.14に示す。 

③ 重大事故等時に対処するために把握することが必要なパラ

メ－タのうち，原子炉施設の状態を直接監視するパラメ－タ

（以下「主要なパラメ－タ」という。）を整理するとともに，

主要なパラメ－タが故障等により計測不能な場合に，当該パ

ラメ－タを推定する手順及び可搬型計測器により計測する手

順を運転手順書及び災害対策本部で使用する手順書に整備す

る。 

なお，審査基準1.1～1.15の具体的なパラメ－タ，監視計器，

手順等については，「1.15 事故時の計装に関する手順等」

で整備する。審査基準1.16～1.19については，各々の手順で

整備する 

④ これらの手順を有効かつ適切に使用し，プラントの状態に

応じた対応を行うために，当直（運転員）及び災害対策要員

は，常日頃から対応操作について教育・訓練等を実施し，手

順の把握，機器の取扱い，系統特性の理解及び原子炉の運転

に必要な知識等の習得，習熟を図る。 

5. 重大事故等時の対応及び手順書の内容について

(1) 海水を炉心へ注入する事態等においても，財産保護より安

全性を優先するという方針の下，当直副長が迷うことなく判

断できるよう，あらかじめ原子力発電保安運営委員会で判断

基準を承認し，手順書に定める。 

(2) 有効性評価で示した重要事故シーケンスは，全て本手順書

体系にて対応できるように整備する。併せて，有効性評価で示

した判断基準や監視パラメータについても本手順書体系の中

で整理する。詳細は添付資料 1.0.7 及び添付資料 1.0.14 に示

す。 

(3) 重大事故等に対処するために把握することが必要なパラメ

ータのうち，原子炉施設の状態を直接監視するパラメータ（以

下「主要なパラメータ」という。）を整理するとともに，主要

なパラメータが故障等により計測不能な場合に，当該パラメー

タを推定する手順及び可搬型計測器により計測する手順を原

子力災害対策手順書に整備する。 

なお，審査基準 1.1～1.15 の具体的なパラメータ，監視計器，

手順等については，「1.15 事故時の計装に関する手順等」で

整理する。審査基準 1.16～1.19 については，各々の手順で整

備する。 

(4) これら手順を有効かつ適切に使用しプラントの状態に応じ

た対応を行うために，運転員及び緊急時対策要員は，常日頃か

ら対応操作について教育，訓練等を実施し，手順の把握，機器

や系統特性の理解及び発電用原子炉の運転に必要な知識等の

習得，習熟を図っている。 

以上 

・体制の相違

【東海第二】 

⑥の相違

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，原子力

災害対策手順書に整備 

・記載表現の相違

【東海第二】 

・記載表現の相違

【東海第二】 
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添付 1 

炉心損傷の判断基準について 

 

炉心損傷に至るケースとしては，注水機能喪失により原子炉水

位が有効燃料棒頂部（以下「TAF」という。）以上に維持できない

場合において，原子炉水位が低下し，炉心が露出し冷却不全とな

る場合が考えられる。 

EOP では，原子炉への注水系統を十分に確保できず原子炉水位

が TAF 未満となった際に，格納容器内雰囲気放射線レベル計を用

いて，ドライウェル又はサプレッション・チェンバ内のガンマ線

線量率の状況を確認し，第 1 図に示す設計基準事故相当のガンマ

線線量率の 10 倍を超えた場合を，炉心損傷開始の判断としてい

る。 

炉心損傷等により燃料被覆管から原子炉内に放出される希ガス

等の核分裂生成物が，逃がし安全弁等を介して原子炉格納容器内

に流入する事象進展をふまえて，原子炉格納容器内のガンマ線線

量率の値の上昇を，運転操作における炉心損傷の判断に用いてい

るものである。 

 

また，福島第一原子力発電所の事故時に原子炉水位計，格納容

器内雰囲気放射線レベル計等の計装設備が使用不能となり，炉心

損傷を迅速に判断できなかったことに鑑み，格納容器内雰囲気放

射線レベル計に頼らない炉心損傷の判断基準について検討してお

り，その結果，格納容器内雰囲気放射線レベル計の使用不能の場

合は，「原子炉圧力容器表面温度：300℃以上」を炉心損傷の判断

基準として手順に追加する方針である。 

 

 

 

原子炉圧力容器表面温度は，炉心が冠水している場合には，逃

がし安全弁動作圧力（安全弁機能の最大 8.20MPa［gage］）におけ

る飽和温度約 298℃を超えることはなく，300℃以上にはならない。

一方，原子炉水位の低下により炉心が露出した場合には過熱蒸気

雰囲気となり，温度は飽和温度を超えて上昇するため，300℃以上

になると考えられる。上記より，炉心損傷の判断基準を 300℃以上

としている。 

なお，炉心損傷判断は格納容器内雰囲気放射線レベル計が使用

可能な場合は，当該の計装設備にて判断を行う。 

添付１ 

炉心損傷開始の判断基準について 

 

 炉心損傷に至るケ－スとしては，注水機能喪失により原子炉水

位が燃料有効長頂部（以下「ＴＡＦ」という。）以上に維持でき

ない場合において，原子炉水位が低下し，炉心が露出し冷却不全

となる場合が考えられる。 

 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベ－ス）では，原子炉への注水系統

を十分に確保できず原子炉水位がＴＡＦ未満となった際，ＣＡＭ

Ｓを用いて，ドライウェル又はサプレッション・チェンバ内のガ

ンマ線線量率の状況を確認し，図１に示す設計基準事故相当のガ

ンマ線線量率の10倍以上となった場合を，炉心損傷の判断として

いる。 

 炉心損傷により燃料被覆管から原子炉内に放出される希ガス等

の核分裂生成物が逃がし安全弁等を介して原子炉格納容器内に流

入する事象進展を踏まえて，ドライウェル又はサプレッション・

チェンバ内のガンマ線線量率の値の上昇を，運転操作における炉

心損傷の判断及び炉心損傷の進展割合の推定に用いているもので

ある。 

 また，福島第一原子力発電所の事故時に原子炉水位計，ＣＡＭ

Ｓ等の計器が使用不能となり，炉心損傷を迅速に判断できなかっ

たことに鑑み，ＣＡＭＳに頼らない炉心損傷の判断基準について

検討し，その結果，ＣＡＭＳ使用不能の場合は，「原子炉圧力容

器温度計で300℃以上を確認した場合」を炉心損傷の判断基準とし

て手順に追加する。 

 

 

 

 

 原子炉圧力容器温度は，炉心が冠水している場合には，逃がし

安全弁動作圧力（安全弁機能の最大約8.31MPa[gage]）における飽

和温度約299℃を超えることなく，300℃以上にはならない。一方，

原子炉水位の低下により炉心が露出した場合には過熱蒸気雰囲気

となり，温度は飽和温度を超えて上昇するため，300℃以上になる

と考えられる。上記より，炉心損傷の判断基準を300℃以上として

いる。 

なお，炉心損傷判断においてＣＡＭＳが使用可能な場合には，

ＣＡＭＳにて判断を行う。 

添付１ 

炉心損傷開始の判断基準について 

 

炉心損傷に至るケースとしては，注水機能喪失により原子炉水

位が燃料棒有効長頂部（以下「ＴＡＦ」という。）以上に維持でき

ない場合において，原子炉水位が低下し，炉心が露出し冷却不全

となる場合が考えられる。 

ＥＯＰでは，原子炉への注水系統を十分に確保できず原子炉水

位がＴＡＦ未満となった際に，格納容器雰囲気放射線モニタを用

いて，ドライウェル又はサプレッション・チェンバ内のガンマ線

線量率の状況を確認し，第１図に示す設計基準事故相当のガンマ

線線量率の10倍を超えた場合を，炉心損傷開始の判断としている。 

 

炉心損傷等により燃料被覆管から原子炉内に放出される希ガス

等の核分裂生成物が，逃がし安全弁等を介して原子炉格納容器内

に流入する事象進展をふまえて，原子炉格納容器内のガンマ線線

量率の値の上昇を，運転操作における炉心損傷の判断に用いてい

るものである。 

 

また，東京電力福島第一原子力発電所の事故時に原子炉水位計，

格納容器雰囲気放射線モニタ等の計装設備が使用不能となり，炉

心損傷を迅速に判断できなかったことに鑑み，格納容器雰囲気放

射線モニタに頼らない炉心損傷の判断基準について検討してお

り，その結果，格納容器雰囲気放射線モニタの使用不能の場合は，

「原子炉圧力容器表面温度：300℃以上（１点以上）」を炉心損傷

の判断基準として手順に追加する。なお，300℃以上の判断に当た

っては，近接の原子炉圧力容器表面温度との比較，炉心への注水

状況により，計器の単一故障による指示値の上昇でないことを確

認する。 

原子炉圧力容器表面温度は，炉心が冠水している場合には，逃

がし安全弁の動作圧力（安全弁機能の最大 8.35MPa［gage］）にお

ける飽和温度約 299℃を超えることはなく，300℃以上にはならな

い。一方，原子炉水位の低下により炉心が露出した場合には過熱

蒸気雰囲気となり，温度は飽和温度を超えて上昇するため，300℃

以上になると考えられる。上記より，炉心損傷の判断基準を 300℃

以上としている。 

なお，炉心損傷判断は格納容器雰囲気放射線モニタが使用可能

な場合は，当該の計装設備にて判断を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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(1)ドライウェルのガンマ線線量率

(2)サプレッション・チェンバのガンマ線線量率

第 1 図 SOP 導入条件判断図 

（１） ドライウェルのガンマ線線量率

（２）ウェットウェルのガンマ線線量率 

第１図 炉心損傷判定図 

（１） ドライウェルのガンマ線線量率

（２）ウェットウェルのガンマ線線量率 

第１図 ＳＯＰ導入条件判断図 
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別紙１ 

AOP「給水全喪失」対応フロー図 

  別紙 1(1/1) 

 AOP フローチャート 

「給復水系故障による原子炉スクラム事故」対応フローチャート 
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・手順の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

③の相違
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・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，ＲＣ

「スクラム」を１つのフ

ロー図で構成
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・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，ＦＰ／

Ｃ「燃料プール制御」を

２つのフロー図で構成 
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・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ＰＳ／

Ｒ「電源復旧」を１つの

フロー図で構成 
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①の相違
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・手順書構成の相違
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
１
／
１
４
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
１
／
８
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
別
紙
４
（
１
／
５
）
 

EO
P
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例

）
 

1.0-1493



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1494



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
３
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1495



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
４
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
２
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

別
紙

４
（
２
／
５
）

EO
P
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例
）
 

1.0-1496



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
５
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1497



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
６
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
３
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
別
紙
４
（
３
／
５
）

EO
P
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例

）
 

1.0-1498



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
７
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1499



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
８
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
４
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
別
紙
４
（
４
／
５
）

EO
P
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例
）
 

1.0-1500



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
９
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1501



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
１
０
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
５
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 
別
紙
４
（
５
／
５
）

EO
P
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例
）
 

1.0-1502



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
１
１
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1503



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
１
２
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
６
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1504



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
１
３
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1505



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
１
４
／
１
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
３
（
７
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・記載表現の相違

【東海第二】

1.0-1506



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
３
（
８
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1507



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
１
／
９
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

別
紙
５
－
１
（
１
／
４
）

「
ス
ク
ラ
ム
（

RC
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）
 

1.0-1508



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
２
／
９
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1509



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
３
／
９
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
２
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

別
紙

５
－
１
（
２
／
４
）
 

「
ス

ク
ラ
ム
（
RC
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）
 

1.0-1510



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
４
／
９
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1511



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 
 
別
紙
５
－
１
（
５
／
９
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 
 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1512



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
６
／
９
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1513



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 
 
別
紙
５
－
１
（
７
／
９
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
３
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

別
紙

５
－
１
（
３
／
４
）

「
ス
ク
ラ
ム
（

RC
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉

の
例
）
 

1.0-1514



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
４
／
４
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）
 

 
 
別
紙
５
－
１
（
８
／
９
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1515



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
（
９
／
９
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
（
Ｒ
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1516



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
２
（
１
／
３
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧

（
７
号
炉
の
例
）

 

 
 
別
紙
５
－
２
（
１
／
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
４
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1517



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
５
－
２
（
２
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

 
 
別
紙
５
－
２
（
２
／
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1518



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
２
（
３
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧

（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
２
（
３
／
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1519



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

 
 
別
紙
５
－
２
（
４
／
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1520



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

 
 
別
紙
５
－
２
（
５
／
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｑ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1521



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
３
（
１
／
１
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
確
保
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
３
（
１
／
２
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
確
保
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
５
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
確
保
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1522



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
３
（
２
／
２
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
確
保
（
Ｒ
Ｃ
／
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1523



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
４
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
減
圧
冷
却
（
Ｃ
Ｄ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
４
（
１
／
２
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
減
圧
冷
却
（
Ｃ
Ｄ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
６
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
減
圧
冷
却
（
Ｃ
Ｄ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1524



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
４
（
２
／
２
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
減
圧
冷
却
（
Ｃ
Ｄ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1525



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
５
－
５
（
１
／
２
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
５
（
１
／
６
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
７
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1526



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
５
（
２
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1527



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
５
－
５
（
３
／
６
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

  

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1528



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
５
－
５
（
２
／
２
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
５
（
４
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
８
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1529



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
５
（
５
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1530



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
５
（
６
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1531



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
６
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
（
Ｄ
Ｗ
／
Ｔ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
６
（
１
／
１
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
（
Ｄ
Ｗ
／
Ｔ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

別
紙
４
（
９
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
（
Ｄ
Ｗ
／
Ｔ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1532



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
７
（
１
／
１
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「

Ｓ
／
Ｐ
水
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｔ
（
Ｗ
））
・
Ｓ
／
Ｐ
空
間
部
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｔ
（
Ａ
）」

 

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
７
（
１
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｐ
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｔ
）
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
０
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｔ
）
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1533



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
５
－
７
（
２
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｐ
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｔ
）
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1534



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
７
（
３
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｐ
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｔ
）
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1535



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
８
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｐ
水
位
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｌ
（
Ｈ
）（

Ｌ
））

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
８
（
１
／
２
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｐ
水
位
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
１
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｃ
水
位
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｌ
）
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1536



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
８
（
２
／
２
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｓ
／
Ｐ
水
位
制
御
（
Ｓ
Ｐ
／
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1537



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
９
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
水
素
濃
度
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｈ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
９
（
１
／
１
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
水
素
濃
度
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｈ
）」

操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
２
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
水
素
濃
度
制
御
（
Ｐ
Ｃ
／
Ｈ
）」

操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1538



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
０
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
原
子
炉
建
屋
制
御
（
Ｓ
Ｃ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
０
（
１
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
原
子
炉
建
屋
制
御
（
Ｓ
Ｃ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
３
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
二
次
格
納
施
設
制
御
（
Ｓ
Ｃ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1539



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
５
－
１
０
（
２
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
原
子
炉
建
屋
制
御
（
Ｓ
Ｃ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

  

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1540



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
０
（
３
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
原
子
炉
建
屋
制
御
（
Ｓ
Ｃ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1541



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
１
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「

Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
・
温
度
制
御
（
Ｓ
Ｆ
／
Ｌ
，
Ｔ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
１
（
１
／
４
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
使
用
済
燃
料
プ
－
ル
制
御
（
Ｓ
Ｆ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
４
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
燃
料
プ
ー
ル
制
御
（
Ｆ
Ｐ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1542



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
１
（
２
／
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
使
用
済
燃
料
プ
－
ル
制
御
（
Ｓ
Ｆ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1543



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
１
（
３
／
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
使
用
済
燃
料
プ
－
ル
制
御
（
Ｓ
Ｆ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1544



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
１
（
４
／
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
使
用
済
燃
料
プ
－
ル
制
御
（
Ｓ
Ｆ
／
Ｃ
）」

操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1545



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
２
（
１
／
４
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
２
（
１
／
６
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

別
紙
４
（
１
５
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1546



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
２
（
２
／
４
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
２
（
２
／
６
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1547



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
２
（
３
／
４
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
２
（
３
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1548



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
２
（
３
／
４
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
２
（
４
／
６
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1549



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
２
（
５
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1550



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
５
－
１
２
（
６
／
６
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
回
復
（
Ｃ
１
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

 
 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1551



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
３
（
１
／
２
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
急
速
減
圧
（
Ｃ
２
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７

号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
３
（
１
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
急
速
減
圧
（
Ｃ
２
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
６
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
急
速
減
圧
（
Ｃ
２
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1552



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
３
（
２
／
２
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
急
速
減
圧
（
Ｃ
２
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
３
（
２
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
急
速
減
圧
（
Ｃ
２
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1553



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
３
（
３
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
急
速
減
圧
（
Ｃ
２
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1554



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
４
（
１
／
３
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７

号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
４
（
１
／
８
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
７
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1555



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
４
（
２
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1556



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
５
－
１
４
（
２
／
３
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
４
（
３
／
８
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

別
紙
４
（
１
８
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1557



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
４
（
３
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
４
（
４
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1558



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
４
（
５
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1559



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
４
（
６
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1560



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
４
（
７
／
８
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1561



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
５
－
１
４
（
８
／
８
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
水
位
不
明
（
Ｃ
３
）」

操
作
等
判
断
基
準

一
覧
 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1562



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
５
（
１
／
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
（
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
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（
１
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1563



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
５
（
２
／
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「

交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
（
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
６
（
２
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1564



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
５
（
３
／
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「

交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
（
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
６
（
３
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1565



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
  

別
紙
５
－
１
５
（
４
／
５
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Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
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Ｐ
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Ｒ
）」

操
作
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基
準
一
覧
（
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号
炉
の
例
）
 

 

 

別
紙
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１
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（
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６
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

 

  

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

1.0-1566



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
  

別
紙
５
－
１
５
（
５
／
５
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
（
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

 

別
紙
５
－
１
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（
５
／
６
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

 

  

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

1.0-1567



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
６
（
６
／
６
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・手順書構成の相違

【東海第二】

1.0-1568



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
６
（
１
／
１
）

 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｅ
Ｏ
Ｐ
／
Ｓ
Ｏ
Ｐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
５
－
１
５
（
１
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ａ
Ｍ
初
期
対
応
（
Ｃ
４
）」

操
作
等
判
断
基

準
一
覧
 

別
紙
４
（
１
９
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ａ
Ｍ
初
期
対
応
（
Ｃ
４
）」

操
作
等
判
断
基

準
一
覧
 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1569



    

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
５
－
１
５
（
２
／
３
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ａ
Ｍ
初
期
対
応
（
Ｃ
４
）」

操
作
等
判
断
基

準
一
覧
 

 

 
 

・運用の相違 

【東海第二】 

1.0-1570



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
５
－
１
５
（
３
／
３
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ａ
Ｍ
初
期
対
応
（
Ｃ
４
）」

操
作
等
判
断
基

準
一
覧
 

・運用の相違

【東海第二】

1.0-1571



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
０
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
復
旧
（
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
）」

操
作
等
判
断
基

準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1572



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
１
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
電
源
復
旧
（
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
）」

操
作
等
判
断
基

準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1573



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
２
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
手
順
（
Ｒ
Ｌ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1574



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
３
／
２
５
）
 

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
冷
却
材
喪
失
時
対
応
手
順
（
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1575



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
４
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
外
部
電
源
喪
失
対
応
手
順
（
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ａ
）
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1576



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
４
（
２
５
／
２
５
）

Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
臨
界
事
象
発
生
時
対
応
手
順
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1577



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
９
（
１
／
１
１
）
 

Ａ
Ｍ
操
作
方
針
の
全
体
流
れ
図

 

 

 
 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

1.0-1578



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
６
（
１
／
３
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
 

別
紙
９
（
２
／
１
１
）
 

注
水
－
１
 

「
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
 

別
紙
５
（
１
／
８
）
 

注
水
―
１
 

「
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1579



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
６
（
２
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
 

「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
 

別
紙
９
（
３
／
１
１
）

注
水
―
２
 

「
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
」
 

別
紙
５
（
２
／
８
）

注
水
―
２
 

「
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1580



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
６
（
２
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
３
 

「
Ｒ
／
Ｂ
制
御
」
 

別
紙
９
（
４
／
１
１
）

注
水
－
３
ａ
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
前
の
ペ
デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
部
）
水
位
確
保
」
 

別
紙
５
（
３
／
８
）

注
水
―
３
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
前
の
ペ
デ
ス
タ
ル
初
期
注
水

／
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
ペ
デ
ス
タ
ル

注
水
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1581



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
９
（
５
／
１
１
）
 

注
水
―
３
ｂ
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
ペ
デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
部
）
注

水
」
 

 

 

・手順書構成の相違 

【東海第二】 

1.0-1582



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
９
（
６
／
１
１
）

注
水
―
４
 

「
長
期
の
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水
」
 

別
紙
５
（
４
／
８
）

注
水
―
４
 

「
長
期
の
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1583



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
９
（
７
／
１
１
）

除
熱

―
１
 

「
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」

 

別
紙
５
（
５
／
８
）

除
熱
―
１
 

「
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1584



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
９
（
８
／
１
１
）

除
熱
―
２
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
初
期
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
」
 

・手順書構成の相違

【東海第二】

1.0-1585



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
９
（
９
／
１
１
）

除
熱
―
３
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
 

別
紙
５
（
６
／
８
）

除
熱
―
２
 

「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1586



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
９
（
１
０
／
１
１
）

放
出
 

「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
 

別
紙
５
（
７
／
８
）

放
出
 

「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1587



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
９
（
１
１
／
１
１
）

水
素
 

「
Ｒ
／
Ｂ
水
素
爆
発
防
止
」
 

別
紙
５
（
８
／
８
）

水
素
 

「
Ｒ
／
Ｂ
水
素
爆
発
防
止
」
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

1.0-1588



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
７
（
１
／
２
）

 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
０
（
１
／
４
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
６
（
１
／
２
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1589



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
０
（
２
／
４
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1590



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
７
（
２
／
２
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
０
（
３
／
４
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

別
紙
６
（
２
／
２
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1591



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
０
（
４
／
４
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1592



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
１
（
１
／
４
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
―
１
（
１
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
１
：
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
１
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
―
１
（
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1593



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
１
（
２
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
１
：
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1594



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
１
（
３
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
１
：
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1595



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
１
（
４
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
１
：
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1596



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
１
（
２
／
４
）

 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
―
１
（
５
／
５
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
１
：
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
２
／
９
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
―
１
（
損
傷
炉
心
へ
の
注
水
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1597



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
８
－
１
（
３
／
４
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
－
２
（
１
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
２
：
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
３
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
―
２
（
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
）」

操
作
等

判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1598



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
－
２
（
２
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
２
：
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1599



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
１
（
４
／
４
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
－
２
（
３
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
２
：
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
４
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
―
２
（
長
期
の
原
子
炉
水
位
の
確
保
）」

操
作
等

判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1600



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
－
３
（
１
／
１
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水

－
３
ｂ
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
ペ
デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
部
）
注
水
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1601



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
２
（
１
／
３
）

 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
－
４
（
１
／
３
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
４
：
長
期
の
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
５
／
９
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
―
４
（
長
期
の
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1602



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
－
４
（
２
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
４
：
長
期
の
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1603



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
－
４
（
３
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
注
水
－
４
：
長
期
の
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1604



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
８
－
２
（
２
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
―
５
（
１
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
６
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
―
１
（
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1605



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
５
（
２
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1606



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
１
１
―
５
（
３
／
７
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

 

 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】 

1.0-1607



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
５
（
４
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】 

1.0-1608



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
５
（
５
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1609



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
５
（
６
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1610



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
５
（
７
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
１
：
損
傷
炉
心
冷
却
後
の
除
熱
」
操
作
等
判

断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1611



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
８
－
２
（
３
／
３
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
操
作
等

判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
―
６
（
１
／
１
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
２
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
初
期
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
操

作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
７
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
―
２
（
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1612



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
７
（
１
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断

基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1613



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
７
（
２
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1614



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
１
１
―
７
（
３
／
７
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】 

1.0-1615



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
７
（
４
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1616



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
１
１
―
７
（
５
／
７
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】 

1.0-1617



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
７
（
６
／
７
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1618



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
１
１
―
７
（
７
／
７
）
 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
除
熱
－
３
：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
除
熱
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】 

1.0-1619



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
８
－
３
（
１
／
２
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
３
「
Ｒ
／
Ｂ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
―
８
（
１
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
放
出
：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
８
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
放
出
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1620



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
８
（
２
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
放
出
：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1621



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
８
（
３
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
放
出
：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1622



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
８
（
４
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
放
出
：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1623



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
１
―
８
（
５
／
５
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
放
出
：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
破
損
防
止
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【東海第二】

1.0-1624



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
３
（
２
／
２
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
３
「
Ｒ
／
Ｂ
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
１
―
９
（
１
／
１
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
水
素
：
Ｒ
／
Ｂ
水
素
爆
発
防
止
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

別
紙
７
（
９
／
９
）

Ｓ
Ｏ
Ｐ
「
水
素
（
Ｒ
／
Ｂ
水
素
爆
発
防
止
）」

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成及び運用の

相違 

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1625



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
１
／
９
）

Ｒ
Ｃ
／
Ｑ

 

停
止
時
反

応
度
制
御
（
１
／
２
）

Ｓ
Ｈ
．
１

 

別
紙
６
（
１
／
４
）

停
止
時
反

応
度
制
御
 

（
Ｓ
Ｄ
／

Ｒ
Ｃ
）
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1626



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
２
／
９
）

Ｒ
Ｃ
／
Ｑ

 

停
止
時
反

応
度
制
御
（
２
／
２
）

Ｓ
Ｈ
．
１

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1627



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
別
紙
９
（
３
／
９
）
 

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ

ッ
ド
オ
ン
 

プ
ー
ル
ゲ

ー
ト
閉
 
 
時
 
Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
閉

鎖
 

Ｓ
Ｈ
．
２
 

 

 

別
紙
６
（
２
／
４
）

 

停
止
時
崩

壊
熱
除
去
制
御
 

（
Ｓ
Ｄ
／

Ｒ
Ｌ
）
 

 

 

・手順書構成の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①の相違 

1.0-1628



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
４
／
９
）

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ

ッ
ド
オ
ン
（
直
前
）
※
 

プ
ー
ル
ゲ

ー
ト
閉
 
 

時
 
Ｓ
Ｆ
Ｐ

 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
開

放
 

Ｓ
Ｈ
．
３
 

別
紙
６
（
３
／
４
）

停
止
時
原

子
炉
水
位
制
御
 

（
Ｓ
Ｄ
／

Ｌ
Ｃ
）
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1629



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
５
／
９
）

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ

ッ
ド
オ
フ
（
直
前
）
※
 

プ
ー
ル
ゲ

ー
ト
閉
 
 

時
 
Ｓ
Ｆ
Ｐ

 
原
子
炉
ウ
ェ
ル
水
位
・
温
度
制
御
 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
開

放
 

Ｓ
Ｈ
．
４

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1630



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
６
／
９
）

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ

ッ
ド
オ
フ
 

プ
ー
ル
ゲ

ー
ト
開
 
 

時
 
Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
ウ
ェ
ル
水
位
・
温
度
制
御
 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
開

放
 

Ｓ
Ｈ
．
５
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1631



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
７
／
９
）

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ

ッ
ド
オ
フ
直
後
 

Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ

ッ
ド
オ
ン
直
前
※
 
 
時
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
 

Ｓ
Ｈ
．
６
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1632



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
８
／
９
）

Ｐ
Ｓ
／
Ｒ

 

交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
（
１
／
２
）

Ｓ
Ｈ
．
７

 

別
紙
６
（
４
／
４
）

停
止
時
電
源
復
旧
 

（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1633



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
９
（
９
／
９
）

Ｐ
Ｓ
／
Ｒ

 

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
（
２
／
２
）

Ｓ
Ｈ
．
８

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1634



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
０
（
１
／
２
）

 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
７
（
１
／
４
）
 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1635



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
７
（
２
／
４
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1636



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
０
（
２
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
目
的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
（
７
号
炉

の
例
）

 

別
紙
７
（
３
／
４
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1637



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
７
（
４
／
４
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
 目

的
及
び
基
本
的
な
考
え
方
 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1638



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
１
（
１
／
１
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
反
応
度
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
８
―
１
（
１
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
反
応
度
制
御
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｒ
Ｃ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1639



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
―
１
（
２
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
反
応
度
制
御
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｒ
Ｃ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1640



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
２
（
１
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
崩
壊
熱
除
去
制
御
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｒ
Ｌ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1641



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
２
（
２
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
崩
壊
熱
除
去
制
御
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｒ
Ｌ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1642



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
２
（
１
／
２
）

停
止

時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
ン
・
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
閉
・
Ｐ
Ｃ
Ｖ
閉
鎖
時
Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御

 

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
８
―
３
（
１
／
１
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
原
子
炉
水
位
制
御
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｌ
Ｃ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1643



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
２
（
２
／
２
）

 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
ン
・
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
閉
・
Ｐ
Ｃ
Ｖ
閉
鎖
時
Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御

 

操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1644



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
３
（
１
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
ン
（
直
前
）・

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
閉
・
Ｐ
Ｃ
Ｖ
開
放
時

 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1645



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
３
（
２
／
２
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
ン
（
直
前
）・

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
閉
・
Ｐ
Ｃ
Ｖ
開
放
時

 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1646



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
４
（
１
／
１
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド

オ
フ
（
直
後
）・

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
閉
・
Ｐ
Ｃ
Ｖ
開
放
時

 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1647



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
５
（
１
／
１
）

 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
フ
・
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
開
・

Ｐ
Ｃ
Ｖ
開
放
時

 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1648



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
６
（
１
／
１
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
フ
直
後
・
Ｒ
Ｐ
Ｖ
ヘ
ッ
ド
オ
ン
直
前
時

 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
 
原
子
炉
水
位
・
温
度
制
御
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1649



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
７
（
１
／
４
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
８
－
４
（
１
／
６
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
電
源
喪
失
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1650



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
７
（
２
／
４
）

 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
８
－
４
（
２
／
６
）
 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
電
源
喪
失
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1651



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
４
（
３
／
６
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
電
源
喪
失
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1652



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

別
紙
８
－
４
（
４
／
６
）
 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
電
源
喪
失
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

 

 

・手順書構成の相違 

【東海第二】 

①の相違 

1.0-1653



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
８
－
４
（
５
／
６
）

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
電
源
喪
失
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【東海第二】

①の相違

1.0-1654



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
７
（
３
／
４
）

 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
８
－
４
（
６
／
６
）
 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
停
止
時
電
源
喪
失
（
Ｓ
Ｄ
／
Ｐ
Ｓ
）
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

①の相違

1.0-1655



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
１
－
７
（
４
／
４
）

 

停
止
時
Ｅ
Ｏ
Ｐ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
操
作
等
判
断
基
準
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7】 

①の相違

1.0-1656



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
１
／
１
１
）

 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
手
順
書
一
覧
（
７
号
炉
の
例
）

 

別
紙
１
２
（
１
／
１
６
）
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
手
順
書
一
覧

 

別
紙
８
（
１
／
６
）
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
一
覧

 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1657



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
２
／
１
１
）

別
紙
１
２
（
２
／
１
６
）

別
紙
８
（
２
／
６
） ・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1658



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
３
／
１
１
）

別
紙
１
２
（
３
／
１
６
）

別
紙
８
（
３
／
６
） ・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1659



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
４
／
１
１
）

 

別
紙
１
２
（
４
／
１
６
）
 

別
紙
８
（
４
／
６
）
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1660



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
５
／
１
１
）

別
紙
１
２
（
５
／
１
６
）

別
紙
８
（
５
／
６
） ・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1661



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別
紙
１
２
（
６
／
１
１
）

 

別
紙
１
２
（
６
／
１
６
）
 

別
紙
８
（
６
／
６
）
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1662



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
７
／
１
１
）

別
紙
１
２
（
７
／
１
６
） ・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1663



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
８
／
１
１
）

別
紙
１
２
（
８
／
１
６
） ・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1664



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所(2018.9.18 版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
別
紙
１
２
（
９
／
１
１
）

 

別
紙
１
２
（
９
／
１
６
）
 

・手順書構成の相違

【柏崎 6/7，東海第二】

1.0-1665
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ＥＯＰ，ＳＯＰ，停止時ＥＯＰフローチャート凡例 

別紙１４（１／３） 

ＥＯＰ／ＳＯＰ フロ－チャ－ト凡例 

別紙１１ 

ＥＯＰ／ＳＯＰフローチャート凡例 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

・手順書構成の相違�
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 別紙１５（１／４） 

 

重大事故等対策における作業ごとの想定時間の設定について 

 

1．想定時間の設定における基本事項 

(1) 体制 

重大事故等対策における作業ごとの想定時間は，重大事故

等対策の有効性評価を考慮し，中央制御室の当直（運転員）2

名及び現場運転員 6名（当直（運転員）3名及び重大事故等

対応要員のうち運転操作対応 3名）にて行うものとする。ま

た，中央制御室の当直（運転員）2名は各々に運転操作を実

施するが，現場運転員は，2名／1組×3チームを構成し，現

場対応を行うこととしている。 

 

2．運転員等における移動時間 

運転員等の移動時間を想定するに当たり，考慮した事項は以下

のとおり。 

(1) 放射線防護具着用時間 

重大事故等時を考慮した現場環境を仮定し，放射線防護具

類の着用時間を作業ごとの想定時間に加味した。なお，着用

時間は訓練にて計測した時間であり，移動時間に考慮した放

射線防護具の着用時間を第 1表に示す。 

 

第 1 表 移動時間に考慮した放射線防護具の着用時間 

 

(2) 移動時間 

当直（運転員）は中央制御室，重大事故等対応要員（運転操

作対応）は緊急時対策所又は待機所を移動開始起点とし，建屋

内は一般的な普通歩行の約 4km／hにより算定している。また，

経路上の溢水を考慮し，移動時間を 1.5 倍としており，更に扉

の開閉等を考慮し，移動時間を設定している。 

 

 

 

別紙１２（１／４） 

 

重大事故等対策における作業ごとの想定時間の設定について 

 

1． 想定時間の設定における基本事項 

(1) 体制 

重大事故等対策における作業ごとの想定時間は，重大事故

等対策の有効性評価を考慮し，中央制御室の当直（運転員）

１名及び現場運転員４名にて行うものとする。また，中央制

御室の当直（運転員）１名は運転操作を実施するが，現場運

転員は，２名／１組×２チームを構成し，現場対応を行うこ

ととしている。 

 

 

2． 運転員における移動時間 

運転員の移動時間を想定するに当たり，考慮した事項は以下の

とおり。 

(1) 防護具着用時間 

重大事故等時を考慮した現場環境を仮定し，防護具類の着

用時間を作業ごとの想定時間に加味した。なお，着用時間は

訓練にて計測した時間であり，移動時間に考慮した防護具の

着用時間を第１表に示す。 

 

第１表 移動時間に考慮した防護具の着用時間 

 

 

(2) 移動時間 

当直（運転員）は中央制御室を移動開始起点とし，建物内

は実測により算定している。また，有線式通信設備の敷設を

考慮し，移動時間を 1.5 倍としており，更に扉の開閉等を考

慮し，移動時間を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，中央制

御室の運転員にて対応

（以下，⑦の相違） 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は湿潤状

況下の作業がない。所要

時間の相違 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

⑦の相違 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の移動時

間は溢水を考慮したル

ートを実測で算定し，有
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別紙１５（２／４） 

 

なお，普通歩行の約 4km／h は，訓練により確認し歩行速度

に問題がないことを確認した。また，移動時間において考慮

した現場環境を第 2表に，移動時間において考慮した事項を

第 3表に示す。 

 

第 2 表 移動時間において考慮した現場環境について 

 

 

 

第 3 表 移動時間において考慮した事項について 

 

 

 

 

3．運転員等における作業時間 

運転員等の作業時間を想定するに当たり，考慮した事項は以

下のとおり。 

(1) 中央制御室内における盤配置 

常設重大事故等対処設備の運転操作のため，中央制御室に常

設代替高圧電源装置遠隔操作盤，高圧代替注水系制御盤，ＳＡ

監視操作盤及びブローアウトパネル開閉状態表示が設置され

る。これらの設置される制御盤の配置を考慮し，重大事故等対

策における作業ごとの想定時間を設定する。また，ブローアウ

トパネル開閉状態表示は，タービン・発電機及び所内電源系制

 

 

 

 

 

また，移動時間において考慮した現場環境を第２表に，移

動時間において考慮した事項を第３表に示す。 

 

 

第２表 移動時間において考慮した現場環境について 
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第３表 移動時間において考慮した事項について 

 

 

3．運転員における作業時間 

運転員の作業時間を想定するに当たり，考慮した事項は以下

のとおり。 

(1) 中央制御室内における盤配置 

常設重大事故等対処設備の運転操作のため，中央制御室に

重大事故 操作盤が設置される。なお，中央制御室における

制御盤の配置を第１図に示す。 

 

 

 

線式通信設備を敷設の

ため１．５倍している 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の移動時

間は実測で算定してい

る 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の移動時

間は溢水を考慮し，溢水

ルートは通行しないた

め考慮していない 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の移動時

間は有線式通信設備を

敷設に実測値の１．５倍

を想定している 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

⑦の相違 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は重大事
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御盤側の補助制御盤に設置される。なお，中央制御室における

制御盤の配置を第 1図に示す。 

別紙１５（３／４） 

第 1図 中央制御室における制御盤の配置図 

(2) 中央制御室操作

訓練にて計測した時間により設定した。また，新規に設置さ

れる設備については類似機器等により訓練を行い計測した時間

にて設定した。なお，中央制御室における運転員等の作業に関

し考慮した事項を第 4表に，タッチパネル式であるＳＡ監視操

作盤の監視操作画面（イメージ図）を第 2図に示す。 

第 4表 中央制御室における運転員等の作業に関し考慮した

事項 

第１図 中央制御室における制御盤の配置図 

(2) 中央制御室操作

訓練にて計測した時間により設定した。また，新規に設置

される設備については類似機器により訓練を行い計測した時

間にて設定した。なお，中央制御室における運転員の作業に

関し考慮した事項を第 4表に，タッチパネル式である重大事

故 操作盤の監視操作画面（イメージ図）を第２図に示す。 

別紙１２（３／４） 

第４表 中央制御室における運転員の作業に関し考慮した事項 

故 操作盤で常設代替

電源操作，ＨＰＡＣ操作

を行う 

・運用の相違

【東海第二】 

島根２号炉の移動時

間は操作時間に含まれ

ている 
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別紙１５（４／４） 

第 2図 監視操作画面（イメージ図） 

(3) 現場操作

訓練にて計測した時間により設定した。また，新規に設置さ

れる設備については類似機器等により訓練を行い計測した時間

にて設定した。なお，現場における運転員等の作業に関し考慮

した事項を第 5表に示す。 

第 5表 現場における運転員等の作業に関し考慮した事項 

第２図 監視操作画面（イメージ図） 

(3) 現場操作

訓練にて計測した時間により設定した。また，新規に設置

される設備については類似機器により訓練を行い計測した時

間にて設定した。なお，現場における運転員の作業に関し考

慮した事項を第５表に示す。 

別紙１２（４／４） 

第５表 現場における運転員の作業に関し考慮した事項 

・体制の相違

【東海第二】 

⑦の相違

・運用の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，電動弁

（現場操作）及び手動弁

は訓練により計測した

時間。電源は，訓練で計

測した時間を切り上げ

た 

1.0-1687




